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北琉球奄美請島請阿室方言の音韻スケッチ
―形態音韻論的交替を中心に―
白田理人・重野裕美
１．はじめに
本稿は、奄美大島の南部の島嶼部の請島請阿室集落（鹿児島県大島郡瀬戸内町）で話さ
れる方言（以下請阿室方言）の音韻論の概観を示し、形態音韻論的交替についてデータと
一般化を提示する。
北琉球
南琉球
喜界島
徳之島
沖永良部島
与論島
奄美大島
与路島
加計呂麻島
請島
図１　請島の位置1
調査は、執筆者による臨地調査に基づいており、請阿室集落出身の90代男性１名、80代
女性１名を調査協力者とした聞き取り調査から得たデータを用いている2。請阿室集落は31
世帯あり、住民は44人（男性24人、女性20人）である3。伝統的方言を聞いて理解し、ある
程度方言を用いて会話することが可能な話者は50歳以上だと考えられる。
本稿の内容について、１節は請阿室方言の話される請島の位置と本稿で用いたデータ及
び請阿室方言について、２節は請阿室方言の音素と異音について、３節は音節構造と音素
配列論について整理する。４節では本稿で扱う形態音韻論的交替について概観する。５節
はまとめと課題である。
1　	国土地理院発行の地図データをもとにThomas	Pellard氏（フランス国立科学研究所）が作成した地図
を適宜加筆・修正して用いている。
2　	本研究はJSPS科研費JP24720180「琉球語奄美方言文法記述のための基礎研究」、JSPS科研費
JP15K16754「与路島・請島を中心とした奄美大島方言の記述的研究」、JSPS科研費15J02695「北琉球
諸語の文法記述・ドキュメンテーション及び歴史的研究」の助成を受けている。個人差がある場合は
より高齢の話者の例を採用している。
3　	2016年７月末現在：瀬戸内町役場調べ。
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奄美大島
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図２　奄美大島周辺図及び旧行政区画4
請島を含む瀬戸内町の諸方言では、狭母音の脱落により語末に（調音点の対立を持つ）
閉鎖音、破擦音、摩擦音、鼻音、弾音が現れ、また、調音点／調音方法の異なる子音連続
が許される。以下に請阿室方言の例を示す。
⃝　語末子音の例
kʔup「首」、itɕup「苺」、kʔʲit「傷」、kʔuk「釘」、kʔutɕ͡「口」、hanus「さつまいも」、uɕ「牛」、
nïdum「鼠」、ïn「犬」、tuɾ「鳥」
⃝　子音連続の例
upsa「重い」、kʰubɾa「ふくら脛」、hatkʔaɕa「恥ずかしい」、admajum「集まる」、hadʑ͡ɡʷat
「八月」、tʔuktʔa「作った」、maɡɾa「枕」、masta「旨かった」、sïdaɕtʔa「涼しかった」、
4　地図は地図作成ソフトKenMapによって作図した。
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kʰamna「食べるな」、kʰamanta、「食べなかった」、tʰuɾɡa「取りに」、tubna「飛ぶな」、
udba「打てば」、kaɡna「書くな」、mïtnu「水が」、tuɾba「取れば」
しかしながら、無制限にあらゆる子音が子音連続及び語末音として分布するのではなく、
有声性及び口蓋化の点で音節末子音に分布しうる子音の制限がある。本稿ではこの音節末
子音の制限が調音点と調音方法の両方に条件づけられて作用し、子音交替を引き起こすこ
とを示す。
なお、本稿の立場として、音素というレベルを設けずに基底形（またはインプット）か
ら規則（及び制約）に基づいて表層形（またはアウトプット）を導く生成音韻論的な立場
とは異なり、形態音素レベル、音素レベル、音声レベルの３つのレベルを分離する構造主
義的な立場をとる。また、以下に示すようなアドホックな交替プロセスは可能な限り排除
する。
⃝　本稿が避ける交替プロセス
　A→B→Aの交替
　A→C、B→Cの交替がある場合の、A→B→Cの交替
請阿室方言の音韻論及び形態音韻論に関しては、管見の限り、柴田（1984）、大野（2004a・
2004b）の断片的な記述を除いて先行研究は見られない。瀬戸内町の他方言の音韻論及び
形態音韻論に関するものとしては石堀（1970）、春日（1962・1975）、Maɾtin（1970）、か
りまた（1995・1996）、早田（1996）、三石（1980）、與儀（1976）などがある。
２．音素と異音
本節では、請阿室方言の音素と異音について述べる。以下、２.１節で母音音素と異音に
ついて、２.２節で子音音素と異音について扱う。
２.１　母音音素と異音
次頁の表に母音音素の一覧を示す。
異音として、/e/,	/eː/は、口蓋化音に後続する環境では前舌の[e],	 [eː]で、それ以外の環
境では中舌化した[ë],	[ëː]で現れる（e.g.	/eːda/[ʔëːda]「間」、/jeda/[jeda]「枝」）。このよう
に相補分布が見られるため、[ë],	 [ëː]は音素としてはみとめない。一方、/i/と/ï/は語頭で
対立するため、別の音素とする（e.g.	/ittʔuk/[ʔit̚tʔuk]「しばらく、一時」、/iddo/[ʔid̚do]「一
度」、/ït/[ʔït]「いつ」、/ïn/[ʔï ï˜]「犬」）。語中では/i/と/ï/（及び/iː/と/ïː/）の対立は中和
しており、口蓋化音または母音に後続する環境には前舌が、それ以外の環境には中舌が分
−	168	−
布する。
表１　母音音素5
短母音 長母音
前舌 後舌 前舌 後舌
狭母音 i ï u iː ïː uː
e o eː oː
広母音 a aː
開音節の短狭母音/i/,	/ï/,	/u/は無声阻害音に挟まれる環境で無声化する（e.g.	/sïtʔo/
[sïtʔo]「外」、/kusa/[kůsa]「草」、/tɕ͡ikʔʲaɾa/[tɕ͡ikʔʲaɾa]「力」）。
閉音節では短母音と長母音の対立は中和しており、短母音または半長母音として現れる
（e.g.	/tutɕ͡/[tuˑtɕ͡]~[tutɕ͡]「妻」、/kamatɕ͡/[kamaˑtɕ͡]~[kamatɕ͡]「頭」）。音素としては短母音
を立てている。また、語末の開音節も長短の区別が中和しており、単音節からなる語では
長母音で、それ以外は短母音で現れる6。
２.２　子音音素と異音
次頁の表に子音音素の一覧を示す7。
異音として、/p/（及び/pʲ/）は音節初頭では喉頭化音で、音節末では非喉頭化音で現
れる（e.g.	/puːɾu/[pʔuːɾu]「プール」、/kʔup/[kʔuˑp]「首」）。nは語末、摩擦音の前では[V˜,	ɴ]、
閉鎖音、破擦音の前では後続子音の調音点に合わせて[n,	ŋ]で実現する。重子音（調音点が
全く同じか、非口蓋化音と口蓋化音、非唇音化音と唇音化音、非口蓋化音と口蓋化音の連続）
では、先行子音は無開放で現れる（e.g.	/uttï/[ʔut̚tʔï]「一昨日」、/kʔutɕ͡tɕ͡a/ 8[kʔut̚tɕ͡a]「口は」、
/kʔuppa/[kʔup̚pʔa]「首は」、/akkʔʲum/[ʔak̚kʔʲum]「歩く」、/tuɾiɡɡʷa/[tuɾiɡ̚ɡʷa]「小鳥」
/kamba/[kam̚ba]「食べれば」、/tuɾɾʲa/[tuɖ̚ɖʲa]「鳥は」）。語中の/b/,	/ɡ/は重子音以外
の環境9（及び母音間）では摩擦音で現れる（e.g.	 /kʔubnu/[kʔu㌼nu]「首が」、/haɡnu/
5　周辺的な音素として、応答表現に鼻母音/ĩː/が見られる（e.g.	/ĩː/	肯定、/çĩː/	聞き返し）。
6　ただし、文末は（イントネーションにより）音素的な短母音も長母音で現れる傾向にある。
7　この他、借用語の母音/u/、/uː/の前には/ tɕ͡/、/dʑ͡/も見られる。
8　	/kʔut tɕ͡a/ではなく/kʔu tɕ͡tɕ͡a/と分析するのは、/kʔuppa/「首は」と同様に子音コピーの規則（４.３.２
節規則ⅶ参照）によって作られた形式と分析できるからである。
9　	/d/、/s/に調音点の異なる子音が後続する環境では挿入母音が現れる（e.g.	/udba/[ʔudï̆ba]「打てば」、
/udɡa/[ʔudï̆ɣa]「打ちに」）。
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[haɣnu]10「箱が」）。音節末の閉鎖音・破擦音は有声／無声の対立が中和しており、基本的
に後続子音に同化して現れ、発話末では無声音で現れる。よって、音節末の閉鎖音・破擦
音を音素レベルで有声音または無声音に統一して解釈する可能性もあるが、そうすると
A→B→Aのような不要な段階を含む交替を認めることになる。例えば、無声音を音素と
して立てた場合、//kuɡ//「漕ぐ」+//-ba//（条件）→/kukba/→[kuɣba]「漕げば」のよ
うな有声→無声→有声の交替を仮定する必要が生じる。このため、音節末では音声実現に
合わせて音素解釈することとする。また、口蓋化音について、本土方言や他の琉球語変種
の分析において行われているように、子音+半母音の頭子音連続と解釈し（e.g.	/kjuː/[kʲuː]
「今日」）、前舌狭母音／半母音の前での口蓋化異音を認める可能性（C→Cʲ	/_i(ː),	 j	e.g.	/
mik/[mʲik]「右」） もあるが、 そうすると、//akkʔj//「歩く」+	//-i//（不定化） →	/
akkʔi/→	[ak̚kʔʲi]「歩き」のように、A→B（Ci→Cʲi）に加えてA→C（Cj→Cʲ）が成り
立つにも関わらず不要な段階を含むA→B→C（Cji→Ci→Cʲi）の交替を認めることにな
るため、口蓋化音を単子音として音素解釈している（e.g.	/kʲuː/「今日」、/mʲik/「右」、/
akkʔʲi/「歩き」）。
３．音節構造と音素配列論
本節では、音節構造と音素配列論について述べる。３.１節では音節構造と、モーラとの
対応について述べ、３.２節で音素配列について示す。
10　	[ɣ]は、本誌で採用されているフォントの特徴として下に長くない字体となっているが、非円唇後舌半
狭母音[ɤ]ではなく、有声軟口蓋摩擦音を表す。
表２　子音音素目録
両唇 歯茎 軟口蓋〜声門
口蓋化 口蓋化 口蓋化 唇音化
破裂音	
〜破擦音
無声非喉頭化 p pʲ t tɕ͡ kʲ k kʷ
喉頭化 tʔ tɕ͡ʔ kʔʲ kʔ kʔʷ
有声 b bʲ d dʑ͡ ɡʲ ɡ ɡʷ
摩擦音 無声 ɸ s ɕ ç h
鼻音 m mʲ n ɲ
弾音 ɾ ɾʲ
接近音
非喉頭化 j w
喉頭化 jʔ wʔ
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３.１　音節構造とモーラ
請阿室方言の音節構造を一般化すると以下のようになる。３モーラを越える長さの音節
は許されない。音節構造に関わる分節音の分布の制限として、長母音は開音節のみに分布
する。両唇口蓋化音、軟口蓋口蓋化音／唇音化音及びɸ、ç、h、jは音節末には分布しない。
音節末に分布するのはp、b、t、d、tɕ͡、dʑ͡、k、ɡ、s、ɕ、m、n、ɾ、jであり、このうち発
話末の音節末に分布するのは有声阻害音を除いたp、t、tɕ͡、k、s、ɕ、m、n、ɾ、jである11。
⃝	１モーラ音節：V、CV　　⃝	２モーラ音節：Vː、CVː、VC、CVC
語幹の長さの制限として、名詞語幹及び形容詞語幹は２モーラ以上の長さを持つ。
短母音及びコーダ子音は１モーラ、長母音は２モーラに数えられる。次の頁の表に、モー
ラと音節の対応の例を示す。
３.２　音素配列
音節末の閉鎖音は、有声性の点で後続子音に一致する。ただし、nに先行する歯茎閉鎖
音はdではなくtのみが分布する。基本的に音節末での口蓋化／非口蓋化の対立は中和し
ており、非口蓋化音のみ現れるが、歯茎硬口蓋阻害音tɕ͡、dʑ͡、ɕは音節末にも分布し、対
応する歯茎音t、d、sと対立する。歯茎阻害音の前では歯茎閉鎖音（及び破擦音）の対立
は中和し、後続子音と同じ子音が分布する。喉頭化／非喉頭化の対立について、音節末で
は中和しており、非喉頭化音が分布する。語中で無声モーラに後続する場合も中和してお
り、喉頭化音が分布する。有声モーラに後続する場合、狭母音の前でのみ対立が見られ12、
広母音、半狭母音の前では非喉頭化音が分布する。唇音化音は、円唇母音u、o、uː、oːの
前には分布しない13。子音連続の調音方法ごとの組み合わせを以下に示す14。
11　	１節の語例を参照されたい。音節末のjは、kaj「粥」、bej「トンボ」、kuj「声」、ɕoj「醤油」などに
認めている。母音iでなく子音jと解釈するのは、単独形の末尾に子音を持つ名詞と同様に主格助詞の
異 形 態=nuが 後 続 す る た め で あ る（e.g.	kaj=nu「粥 が」、bej=nu「ト ン ボ が」、kuj=nu「声 が」
ɕoj=nu「醤油が」４.２.２節参照）。ただし、CVVの音節構造を認めて重音節のあとに=nuが現れると
する分析も可能である。
12　	/t/と/tʔ/、/k/と/kʔ/、/kʲ/と/kʔʲ/の対立のみ確認しており（e.g.	/mʲi tɕ͡onatï/[mʲi tɕ͡onatï]「一昨年」、
/umatʔïm/[ʔumatʔïm]「火も」、/deːkunï/[deːkunï]「大根」、/akʔup/[ʔakʔup]「欠伸」、/ikʲi/[ʔikʲi]「行け」
/ikʔʲi/[ʔikʔʲi]「息」）、/ tɕ͡/と/ tɕ͡ ʔ/の対立は確認していない。
13　	ただし、大野（2004a）では、[wunak]「女」のように、uの前にwが分布しており、[ʔunak]「ウナギ」
と表記上区別されている。筆者の調査では「女」と「ウナギ」はともに/unak/[ʔunak]であり、uの前
でのw脱落の変化が起きた可能性がある。
14　本節の記述に関して、この他の語例は４節及び巻末付録を参照されたい。
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⃝　閉鎖音（／破擦音）+閉鎖音（／破擦音）：/appʲuɾ/「遊ぶ」、/kaptʔa/「被った」、
/hatkʔaɕa/「恥ずかしい」、/madɡï/「松の木」、/tʔuktʔa/「作った」、/akkʔʲum/「歩く」、
/kʔʲiɡba/「聞 け ば」、/asubɡa/「遊 び に」、/udba/「打 て ば」、/udɡa/「打 ち に」、
/kʔuptɕ͡a/「縛った」、/taktɕ͡a/「沸騰した」、/kadʑ͡buɕa/「勝ちたい」、/idʑ͡ban/「一番」、
/hadʑ͡ɡʷat/「八月」
⃝　閉鎖音+摩擦音：/upsa/「重い」、/nuksa/「温い」
⃝　閉鎖音+鼻音：/katna/「刀」、/admajum/「集まる」、/kaɡna/「書くな」、/tubna/「飛
ぶな」
⃝　閉鎖音（／破擦音）+弾音：/kubɾa/「ふくら脛」、/maɡɾa/「枕」、/nïbɾʲum/「眠る」、
/ɡudʑ͡ɾʲa/「クジラ」
⃝　摩擦音+閉鎖音（／破擦音）：/astʔa/「遊んだ」、/ɸusba/「干せば」、/ɸusɡa/「干しに」、
表３　音節構造とモーラの対応例
音素 音声 意味 C V C . C V C . C V C
/tï.ɾu/ tïɾu 笊
t ï . ɾ u
µ µ
/ɸaː/ ɸaː 歯
ɸ aː
µµ
/aː.sa/ ʔaːsa 赤い
aː . s a
µµ µ
/kat/ kaˑt 顎
k a t
µ µ
/maɡ.ɾa/ maɣɾa 枕
m a ɡ . ɾ a
µ µ µ
/a.kʔup/ ʔakʔuˑp 欠伸
a . kʔ u p
µ µ µ
/mʲi.ja.ma/ mʲijama クモ
mʲ i . j a . m a
µ µ µ
/tïk.kʔo/ tïk̚kʔo 拳
t ï k . kʔ o
µ µ µ
/dʑ͡oː.ɕik/ dʑ͡oːɕik 炊事
oː . ɕ i k
µµ µ µ
/nï.boː.to/ nïboːto できもの
n ï b oː to
µ µµ µ
dʑ͡
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/ɸuɕbuɕa/「干したい」、/nastɕ͡aɡïsa/「生みそう」
⃝　摩擦音+鼻音：/ɸusna/「干すな」
⃝　鼻音+閉鎖音（/破擦音）：/kamba/「食べれば」、/kamɡa/「食べに」、/mandï/「多い」、
/utanta/「打たなかった」、/jinɡa/「男」、/kʔintɕ͡i/「着物と（引用）」
⃝　弾音+閉鎖音：/tuɾɡa/「取りに」、/tuɾba/「取れば」
⃝　弾音+摩擦音：/kaɾsa/「軽い」
⃝　弾音+弾音：/tuɾɾʲa/「鳥は」
⃝　接近音+接近音：/kajja/「粥は」
４．形態音韻論的交替
本節では、請阿室方言の形態音韻論的交替について述べる。記述の前提として、４.１で
動詞語幹の形態的タイプについて述べる。４.２節では母音／子音の挿入／削除、４.３節で
は母音／子音の交替について述べる。
４.１　動詞語幹タイプ
請阿室方言の動詞形態論においては、動詞語幹に接辞が膠着的に後続して語形変化を示
すものと、接辞の膠着だけでは語形変化を説明できず、後接する接辞によって語幹の形が
大きく変化し、語幹の交替のみによる語形変化を含むものの２つのタイプがある（以下表
参照）。前者をタイプⅠ、後者をタイプⅡと呼ぶ15。本稿では、タイプⅡの語形変化につい
ては扱わない。また、一部の不規則動詞16についても考察から除外する。
表４　動詞タイプと語形変化例
非過去 否定 意思 命令 禁止 過去
Ⅰ
出る idʑ͡i-juɾ idʑ͡i-ɾan idʑ͡i-ɾo idʑ͡i-ɾï idʑ͡i-nna idʑ͡i-ta
呼ぶ abï-juɾ abï-ɾan abï-ɾo abï-ɾï abï-nna abï-ta
掛ける keː-juɾ keː-ɾan keː-ɾo keː-ɾï ke-nna keː-ta
食べる kamʲ-uɾ kam-an kam-o kam-ï kam-na ka-da
書く kakʲ-uɾ kak-an kak-o kak-ï kaɡ-na ka-cha
売る uɾʲ-uɾ uɾ-an uɾ-o uɾ-ï un-na u-ta
15　	タイプⅡは歴史的にはwを語幹末に持っていた動詞であり、音変化（母音間w削除と母音融合）によっ
てタイプⅠとは異なる語形変化を示すようになったと考えられる。
16　	sï-「する」、k-「来る」、jʔ-「言う」、ik-「行く」、存在動詞（uɾ-「居る」、aɾ「ある」）、尊敬動詞（miɕo-「召
し上がる」、omo-「いらっしゃる」など）。
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表４　動詞タイプと語形変化例（つづき）
非過去 否定 意思 命令 禁止 過去
Ⅱ
閉める kʔuː-juɾ kʔʷa-n kʔoː kʔʷïː kʔʷïː-na kʔuː-ta
思う umo-juɾ umo-n umo ume ume-na umo-ta
買う koː-juɾ ko-n koː kweː kweː-na koː-ta
歌う uta-juɾ uto-n uto ute ute-na uta-ta
４.２　母音／子音の挿入及び削除
形態素境界において、母音／子音の挿入及び削除と、これに伴う再音節化が起こる。こ
れらのプロセスの説明のため、基本的な音節化規則を立てる。
ⅰ　音節化規則
a.	 	母音に後続する子音のうち、母音に先行しないものを音節末子音とし、その後に
音節境界を置く。
b.	 	音節末子音の後続していない母音は開音節の音節主音とし、その後に音節境界を
置く。
以下、４.２.１で中舌母音挿入、４.２.２で狭母音削除、４.２.３で広母音削除、４.２.４
でr、j、nの削除、４.２.５で子音コピー及びj挿入について述べる。
４.２.１　中舌母音挿入
子音連続を末尾に持つ語幹（動詞語幹）に、子音で始まる接辞が後続する場合、母音ïが
挿入される17。以下に規則と交替例を示す18。なお、挿入母音は、口蓋化音に後続する環境に
おいて、後述する前舌母音化規則（４.３.１規則ⅷ）によりiになる。また、母音挿入規則は、
後述するn削除規則（４.２.４規則ⅵc）の適用後に適用される。
ⅱ　中舌短母音挿入規則
　.CiCj	→	.Ciï.Cj
17　	例は少ないが、子音で終わる接語に単子音のみからなる接語が後続する場合にも狭母音挿入（VCi.Cj#	
→V.Ciï.Cj#、#は発話末）がみられる（e.g.	//çindʑ͡a//「ヤギ」+	//=ɲ//（与格）+	//=m//（添加）
→	çin.dʑ͡aɲ.m	⇒	çin.dʑ͡a.ɲïm	→	/çin.dʑ͡a.ɲim/、//tarU//「誰」+	//=ɲ//（与格）+	//=m//（添加）
→	ta.ruɲ.m	⇒	ta.ru.ɲïm	→	/ta.ru.ɲim/、//kuɲa//「古仁屋（地名）」+	//=naɲ//（所格）+	//=m//（添
加）→	ku.ɲaɲ.m	⇒	ku.ɲa.ɲïm	→	/ku.ɲa	ɲim/）
18　以降、問題にしている交替の適用を⇒で、それ以外の交替の適用を→で示す。
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⑴　中舌短母音挿入例
a.	 //app//「遊ぶ」+	//-ba//（条件）→	ap.pba	⇒	/ap.pï.ba/「遊べば」
b.	 //tamb//「頼む」+	//-ba//（条件）→	tam.bba	⇒	/tam.bï.ba/「頼めば」
c.	 //kuss//「殺す」+	//-ba//（条件）→	kus.sba	⇒	/kus.sï.ba/「殺せば」
d.	 //ɸukkʔ//「解く」+	//-ba//（条件）→	ɸuk.kʔba	⇒	/ɸuk.kʔï.ba/「解けば」
e.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-ba//（条件）→	nïb.ɾba	⇒	/nïb.ɾï.ba/「眠れば」
f.	 //kabɾ//「被る」+	//-ba//（条件）→	kab.ɾba	⇒	/kab.ɾï.ba/「被れば」
g.	 //hadɾ//「外す」+	//-ba//（条件）→	had.ɾba	⇒	/had.ɾï.ba/「外せば」
h.	 //tuɡɾ//「作る」+	//-ba//（条件）→	tuɡ.ɾba	⇒	/tuɡ.ɾï.ba/「作れば」
i.	 //uɡɾ//「送る」+	//-ba//（条件）→	uɡ.ɾba	⇒	/uɡ.ɾï.ba/「送れば」
j.	 //app//「遊ぶ」+	//-ɡa//（目的）→	ap.pɡa	⇒	/ap.pï.ɡa/「遊びに」
k.	 //tamb//「頼む」+	//-ɡa//（目的）→	tam.bɡa	⇒	/tam.bï.ɡa/「頼みに」
l.	 //kuss//「殺す」+	//-ɡa//（目的）→	kus.sɡa	⇒	/kus.sï.ɡa/「殺しに」
m.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-ɡa//（目的）→	nïb.ɾɡa	⇒	/nïb.ɾï.ɡa/「眠りに」
n.	 //kabɾ//「被る」+	//-ɡa//（目的）→	kab.ɾɡa	⇒	/kab.ɾï.ɡa/「被りに」
o.	 //hadɾ//「外す」+	//-ɡa//（目的）→	had.ɾɡa	⇒	/had.ɾï.ɡa/「頼みに」
p.	 //tuɡɾ//「作る」+	//-ɡa//（目的）→	tuɡ.ɾɡa	⇒	/tuɡ.ɾï.ɡa/「作りに」
q.	 //uɡɾ//「送る」+	//-ɡa//（目的）→	uɡ.ɾɡa	⇒	/uɡ.ɾï.ɡa/「送りに」
r.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ba//（条件）→	ak.kʔʲba	⇒	ak.kʔʲï.ba	→	/ak.kʔʲi.ba/「歩けば」
s.	 	//makkʔʲ//「縛る」+	//-ba//（条件）→	mak.kʔʲba	⇒	mak.kʔʲï.ba
	 →	/mak.kʔʲi.ba/「縛れば」
t.	 	//mʲinɡʲ//「掴む」+	//-ba//（条件）→	min.ɡʲba	⇒	min.ɡʲï.ba	→	/min.ɡʲi.ba/
	 「掴めば」
u.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ɡa//（目的）→	ak.kʔʲɡa	⇒	ak.kʔʲï.ɡa	→	/ak.kʔʲi.ɡa/
	 「歩きに」
v.	 	//makkʔʲ//「縛る」+	//-ɡa//（目的）→	mak.kʔʲɡa	⇒	mak.kʔʲï.ɡa
	 →	/mak.kʔʲi.ɡa/「縛りに」
w.	 	//mʲinɡʲ//「掴む」+	//-ɡa//（目的）→	min.ɡʲɡa	⇒	min.ɡʲï.ɡa	→	/min.ɡʲi.ɡa/
	 「掴みに」
x.	 //app//「遊ぶ」+	//-nna//（禁止）→	ap.pna	⇒	/ap.pï.na/「遊ぶな」
y.	 //tamb//「頼む」+	//-nna//（禁止）→	tam.bna	⇒	/tam.bï.na/「頼むな」
z.	 //kuss//「殺す」+	//-nna//（禁止）→	kus.sna	⇒	/kus.sï.na/「殺すな」
aa.	 //ɸukkʔ//「解く」+	//-nna//（禁止）→	ɸuk.kʔna	⇒	/ɸuk.kʔï.na/「解くな」
bb.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-nna//（禁止）→	nïb.ɾna	⇒	/nïb.ɾï.na/「眠るな」
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cc.	 //kabɾ//「被る」+	//-nna//（禁止）→	kab.ɾna	⇒	/kab.ɾï.na/「被るな」
dd.	 //hadɾ//「外す」+	//-nna//（禁止）→	had.ɾna	⇒	/had.ɾï.na/「外すな」
ee.	 //tuɡɾ//「作る」+	//-nna//（禁止）→	tuɡ.ɾna	⇒	/tuɡ.ɾï.na/「作るな」
ff.	 //uɡɾ//「送る」+	//-nna//（禁止）→	uɡ.ɾna	⇒	/uɡ.ɾï.na/「送るな」
gg.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-nna//（禁止）→	ak.kʔʲna	⇒	ak.kʔʲï.na	→	/ak.kʔʲi.na/
	 「歩くな」
hh.	 	//makkʔʲ//「縛る」+	//-nna//（禁止）→	mak.kʔʲna	⇒	mak.kʔʲï.na
	 →	/mak.kʔʲi.na/「縛るな」
ii.	 	//mʲinɡʲ//「掴む」+	//-nna//（禁止）→	mʲin.ɡʲna	⇒	mʲin.ɡʲï.na	→	/mʲin.ɡʲi.na/
	 「掴むな」
４.２.２　狭母音削除
末尾が子音で現れる名詞語幹／形容詞語幹に、単子音のみからなる（または、初頭に重
子音を持つ）接辞／接語（添加助詞=m、指小辞-ɡɡʷa 19、副詞化接辞-kなど）が後続する
場合、形態素境界に狭母音が現れる。母音が現れる場合には先行する子音が有声になるも
の、口蓋化するもの、喉頭化するものがある。形態素境界に現れる母音及びその先行子音
の有声／無声、口蓋化／非口蓋化は環境から予測できない20ため、この交替を母音挿入で
はなく母音削除と考える。ただし、末尾の狭母音が削除されない名詞語幹もある21。このた
め、母音が削除されるクラスと削除されないクラスの二つの形態的クラスを認めることに
する。母音が削除されるクラスについて、削除される母音を形態音素表示において大文字
で示すことにする。母音削除クラスの語幹の末尾母音が削除されずに現れる場合には、閉
19　	単独形の末尾がnの名詞では、異形態ɡʷaが現れる（e.g.	/ïn/「イヌ」、	/ïnɡʷa/「子イヌ」、/ɡan/「カニ」、
/ɡanɡʷa/「小 さ い カ ニ」	cf.	/ tɕ͡ukʔa/「や か ん」、/ tɕ͡ukaɡɡʷa/「急 須」、/nïdum/「ネ ズ ミ」、
/nïdumʲiɡɡʷa/「子ネズミ」、/ip/「エビ」、/ibʲiɡɡʷa/「小さいエビ」）。
20　	名詞単独形の末尾音Cと、それに接辞／接語が後続して母音が現れる場合の名詞語幹末尾音CVの対
応は、C;	CVのように示すと以下のようになる：p;	bʲi/bu、t;	tʔï/tʔu/du、k;	kʔʲi/kʔu/ɡʲi、tɕ͡ ;	tɕ͡ i/dʑ͡ i、s;	
sï、ɕ;	ɕi、m;	mʲi、n;	nu、ɾ;	ɾʲi/ɾu、j;	ji。ただし、この対応が一対一でないもののうちp,	t,	kについて、
歴史的音対応からの予測とのズレからp;	bʲi、t;	tʔï、k;	kʔʲiへと統一される変化の途上である可能性があ
ると言える。例として、puが予測される/toːbʲim/~/toːbum/「豆腐も」、buが予測される/habʲim/~	
/habum/「ハブも」、tʔuが予測される/itʔutʔïm/「五つも」、duが予測される/kaːtʔïm/「顎も」（琉球祖
語*kakozu	cf.	Pellard（2015：17）、なお、*zuはmïdu「水」、kʔʲidu「傷」のようにduに対応する）、
kuが予測される/tabakʔʲim/「タバコも」、ɡuが予測される/doːkʔʲim/「道具も」などがある。
21　	近隣の方言では、（少なくとも歴史的には）母音削除がアクセントによって条件付けられていることが
指摘されている（三石（1980：53）、かりまた（1996：12）参照）。請阿室方言において、共時的にも、
母音削除はアクセントによって条件付けられており、アクセントが置かれた狭母音は削除されない、
と分析する可能性もあるが、現時点ではアクセントに関する調査及び分析が十分でないため、この議
論は別稿に譲る。
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音節の音節主音となり、音節末子音が後続する。このことから、直後が音節境界となるこ
とが母音削除の条件であると考える。また、接語にも末尾母音の出没による異形態を示す
ものがあり、母音に後続する場合に接語の末尾母音が削除される。これも同じ交替規則で
説明することとし、交替が母音+子音の後に条件付けられるていると分析する。なお、狭
母音削除は後述の広母音削除（４.２.３ⅴ）、子音コピー（４.２.５ⅶa）、短母音化（４.３.２
ⅸ）、音節末子音有声化／無声化／非口蓋化／非喉頭化（４.３.３ⅹ、ⅺ、ⅻ）、音節末歯茎
音／歯茎硬口蓋音同化（４.３.４、）、音節初頭子音喉頭化（４.３.７ a）に先んじて
適用される。以下に規則と適用例を示す。
ⅲ　狭母音削除規則22
	 I	
　V.Ci　	Ï	 	.	→	VCi.（音節境界は.で示す）
	 U	
　※母音削除クラスの形態素の末尾母音に対して、左から順に適用される。
⑵　狭母音削除例
a.	 //kʔubʲI//「首」→	kʔu.bʲI	⇒	kʔubʲ	→	/kʔup/「首」
	 cf.	//kʔubʲI//	+	//=m//（添加）→	/kʔu.bʲim/「首も」
b.	 //ibʲI//「エビ」+	//=nU//（主格）→	i.bʲI.nU	⇒	ibʲ.nu	→	/ib.nu/「エビが」
	 cf.	//ibʲI//	+	//=m//（添加）→	/i.bʲi.m/「エビも」
c.	 	//itɕ͡ubʲI//「イチゴ」+	//=ba//（対格）	→	i.tɕ͡u.bʲI.ba	⇒	i.tɕ͡ubʲ.ba	→	/i.tɕ͡ub.ba/
	 「イチゴを」
	 cf.	//itɕ͡ubʲI//	+	//=m//（添加）→	/i.tɕ͡u.bʲim/「イチゴも」
d.	 	//habU//「ハブ」→	ha.bU	⇒	/hap/「ハブ」
	 cf.	//habU//	+	//=m//（添加）→	/ha.bum/「ハブも」
e.	 //ubU//「重い」+	//-sa//（形容詞化）→	u.bU.sa	⇒	ub.sa	→	/up.sa/「重い」
	 cf.	//ubU//	+	//-k//（副詞化）→	/u.buk/「重く」
f.	 //nïdumʲI//「ネズミ」⇒	/nï.dum/「ネズミ」
	 cf.	//nïdumʲI//	+	//=m//（添加）→	/nï.du.mʲim/「ネズミも」
g.	 	//ɡadʑ͡amʲI//「蚊」+	//=nU//（主格）→	ɡa.dʑ͡a.mʲI.nU	⇒	ɡa.dʑ͡amʲ.nu
	 →	/ɡa.dʑ͡am.nu/「蚊が」
22　	早田（1996：７）も同様の規則を立てているが、同じ環境でも適用されない狭母音がある点、名詞語
幹以外にも適用される点が異なる。
⎧
⎪
⎨
⎪
⎩
⎫
⎪
⎬
⎪
⎭
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	 cf.	//ɡadʑ͡amʲI//	+	//=m//（添加）→	/ɡa.dʑ͡a.mʲim/「蚊も」
h.	 //umatʔÏ//「火」→	u.ma.tʔÏ	⇒	u.matʔ	→	/u.mat/「火」
	 cf.	//umatʔÏ//	+	//=m//（添加）→	/u.ma.tʔïm/「火も」
i.	 //ɡatʔuːtʔÏ//「ウニ」+	//=nU//（主格）→	ɡa.tʔuː.tʔÏ.nU	⇒	ɡa.tʔuːtʔ.nU
	 →	/ɡa.tʔut.nu/	「ウニが」
	 cf.	//ɡatʔutʔÏ//	+	//=m//（添加）→	/ɡa.tʔu.tʔïm/「ウニも」
j.	 //natʔU//「夏」→	na.tʔU	⇒	natʔ	→	/nat/「夏」
	 cf.	//natʔU//	+	//=m//（添加）→	/na.tʔum/「夏も」
k.	 //mïmïtʔU//「ミミズ」+	//=nU//（主格）→	mï.mï.tʔU.nU	⇒	mï.mïtʔ.nU
	 →	/mï.mït.nu/	「ミミズが」
	 cf.	//mïmïtʔU//	+	//=m//（添加）→	/mï.mï.tʔum/「ミミズも」
l.	 //kʔʲidU//「傷」→	kʔʲi.dU	⇒	kʔʲid	→	/kʔʲit/「傷」
	 cf.	//kʔʲidU//	+	//=m//（添加）→	/kʔʲi.dum/「傷も」
m.	 //mïdU//「水」+	//=ba//（対格）→	mï.dU.ba	⇒	/mïd.ba/「水を」
	 cf.	//mïdU//	+	//=m//（添加）→	/mï.dum/「水も」
n.	 //hanusÏ//「サツマイモ」→	ha.nu.sÏ	⇒	/ha.nus/「サツマイモ」
	 cf.	//hanusÏ//	+	//=m//（添加）→	/ha.nu.sïm/「サツマイモも」
o.	 //jasU//「安い」+	//-sa//（形容詞化）→	ja.sU.sa	⇒	/jas.sa/「安い」
	 cf.	//jasU//	+	//-k//（副詞化）→	/ja.suk/「安く」
p.	 //anU//「アリ」→	a.nU	⇒	/an/「アリ」
	 cf.	//anU//	+	//=m//（添加）→	/anum/「アリも」
q.	 //ɡanU//「カニ」+	//=nU//（主格）→	ɡa.nU.nU	⇒	/ɡan.nu/「カニが」
	 cf.	//ɡanU//	+	//=m//（添加）→	/ɡa.num/「カニも」
r.	 //taɾU//「誰」→	ta.ɾU	⇒	/taɾ/「誰」
	 cf.	//taɾU//	+	//=m//（添加）→	/ta.ɾum/「誰も」
s.	 //kamatɕ͡I//「頭」→	ka.ma.tɕ͡I	⇒	/ka.matɕ͡/「頭」
	 cf.	//kamatɕ͡I//	+	//=m//（添加）→	/ka.ma.tɕ͡im/「頭も」
t.	 //hïdʑ͡I//「肘」→	hï.dʑ͡I	⇒	hïdʑ͡	→	/hïtɕ͡/「肘」
	 cf.	//hïdʑ͡I//	+	//=m//（添加）→	/hï.dʑ͡im/「肘も」
u.	 //ɸuɕI//「星」→	ɸu.ɕI	⇒	/ɸuɕ/「星」
	 cf.	//ɸuɕI//	+	//=m//（添加）→	/ɸu.ɕi.m/「星も」
v.	 //uɕI//「ウシ」+	//=ba//（対格）→	u.ɕI.ba	⇒	/uɕ.ba/「ウシを」
	 cf.	//uɕI//	+	//=m//（添加）→	/u.ɕim/「ウシも」
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w.	 //muɕI//「虫」+	//=nU//（主格）→	mu.ɕI.nU	⇒	/muɕ.nu/「虫が」
	 cf.	//muɕI//	+	//=m//（添加）→	/mu.ɕim/「虫も」
x.	 //tuɾʲI//「鳥」→	tu.ɾʲI	⇒	tuɾʲ	→	/tuɾ/「鳥」
	 cf.	//tuɾʲI//	+	//-ɡɡʷa//（指小辞）→	/tu.ɾʲiɡ.ɡʷa/「小鳥」
y.	 //hïɾʲI//「ニンニク」→	hï.ɾʲI	⇒	hïɾʲ	→	/hïɾ/「ニンニク」
	 cf.	//hïɾʲI//	+	//=m//（添加）→	/hï.ɾʲim/「ニンニクも」
z.	 //kaɾU//「軽い」+	//-sa//（形容詞化）→	ka.ɾU.sa	⇒	/kaɾ.sa/「軽い」
	 cf.	//kaɾU//	+	//-k//（副詞化）→	/ka.ɾuk/「軽く」
aa.	 //hakʔU//「箱」→	ha.kʔU	⇒	hakʔ→/hak/「箱」
	 cf.	//hakʔU//	+	//=m//（添加）→	/ha.kʔum/「箱も」
bb.	 //nukʔU//「温い」+	//-sa//（形容詞化）→	nu.kʔu.sa	⇒	nukʔ.sa	→	/nuk.sa/
	 「温い」
	 cf.	//nukʔU//	+	//-k//	→	/nu.kʔuk/「温く」
cc.	 //dusukʔʲI//「ススキ」→	du.su.kʔʲI	⇒	du.sukʔʲ	→	/du.suk/「ススキ」
	 cf.//dusukʔʲI//	+	//=m//（添加）→	/du.su.kʔʲim/「ススキも」
dd.	 //sabakʔʲI//「櫛」→	sa.ba.kʔʲI	⇒	sa.bakʔ	→	/sa.bak/「櫛」
	 cf.	//sabakʔʲI//	+	//=m//（添加）→	/sa.ba.kʔʲim/「櫛も」
ee.	 //mʲiɡʲI//「右」→	mʲi.ɡʲI	⇒	mʲiɡʲ	→	/mʲik/「右」
	 cf.	//mʲiɡʲI//	+	//=m//（添加）→	/mʲi.ɡʲim/「右も」
ff.	 //kʔuɡʲI//「釘」+	//=nU//（主格）→	kʔu.ɡʲI.nu	⇒	kʔuɡʲ.nu	→	/kʔuɡ.nu/「釘が」
	 cf.	//kʔuɡʲI//	+	//=m//（添加）→	/kʔu.ɡʲim/「釘も」
gg.	 //jama//「山」+	//=nU//（主格）→	ja.ma.nU	⇒	/ja.man/「山が」
hh.	 //marʲi//「尻」+	//=nU//（主格）→	ma.ɾʲi.nU	⇒	/ma.ɾʲin/「尻が」
ii.	 //kajI//「粥」+	//=nU//（主格）→	ka.jI.nU	⇒	/kaj.nu/「粥が」
	 cf.	//kajI//「粥」+	//=m//（添加）→	/ka.jim/「粥も」
⑶　語末の狭母音が削除されない語例
⃝　母 音i：/muɡʲi/「麦」、/mʲiɕi/「ご 飯」、/mʲiɕkʔʲi/「し ゃ も じ」、/umʲi/「海」、	
/marʲi/「尻」
⃝　母音ï：/asï/「汗」、/mʲitɕ͡onatï/「一昨年」
⃝　母音u：/ɸutʔu/「ヨモギ」、/kudu/「昨年」
また、以下の例に示すように、狭母音削除は後述の口蓋化規則（４.３.６ ）の後で適
用される。
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⑷　狭母音削除（及び口蓋化）の適用例
a.	 //ɸus//「干す」+	//-I//（不定）＋	//buɕa//（願望）→	ɸu.ɕI.bu.ɕa	
	 ⇒	/ɸuɕ.bu.ɕa/「干したい」
	 cf.	//ɸus//「干す」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）⇒	/ɸu.ɕim/「干しも」
b.	 //kat//「勝つ」+	//-I//（不定）＋//buɕa//（願望）→	ka.tɕ͡I.bu.ɕa	⇒	katɕ͡.bu.ɕa
	 →	/kadʑ͡.bu.ɕa/「勝ちたい」
	 cf.	//kat//「勝つ」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）→	/ka.tɕ͡im/「勝ちも」
また、動詞語幹と接辞の境界に生じる交替として、母音語幹に後続する母音iが削除さ
れる。以下に規則と適用例を示す。
ⅳ　i削除規則
　i	→	φ/	V-_
⑸　i削除例
a.	 //abï//「呼ぶ」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）⇒	/a.bïm/「呼びも」
b.	 //naɡï//「投げる」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）⇒	/na.ɡïm/「投げも」
c.	 //uɾï//「降りる」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）⇒	/u.ɾïm/「降りも」
d.	 //idʑ͡i//「出る」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）⇒	/i.dʑ͡im/「出も」
	 cf.	//kam//「食べる」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）→	/ka.mʲim/「食べも」
４.２.３　広母音削除
歯茎／歯茎硬口蓋摩擦音s、ɕとtに挟まれた広母音が削除される交替がみられる。
形容詞化接辞-sa/-ɕaは、tを初頭に持つ接辞が後続する場合、母音aが削除される。ただ
し、子音の直後（母音削除クラスに後続する場合）ではこの交替は生じない。よって、上
述の狭母音削除規則（４.２.２ⅲ）の適用後に広母音削除規則が適用されると考える。これ
は音節構造の制限に従っており、交替によって音節末（または音節初頭）に子音連続が現
れる場合には、交替が避けられている。また、広母音削除規則は後述の短母音化規則
（４.３.２ⅸ）、音節初頭子音喉頭化規則（４.３.７ ）に先んじて適用される。以下に規則
と適用例を示す。
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ⅴ　広母音削除規則
	 s
　a　→	φ_V　		 	_t
	 ɕ
⑹　広母音削除規則適用例
a.	 //kaɾa//「辛い」+	//-sa//（形容詞化）+	//-ta//（過去）⇒	ka.ɾas.ta
	 →	/ka.ɾas.tʔa/「辛かった」
	 cf.	//kaɾa//「辛い」+	//-sa//（形容詞化）→	/ka.ɾa.sa/「辛い」
b.	 //hïː//「寒い」+	//-sa//（形容詞化）+	//-ta//（過去）⇒	hïːs.ta	→	/hïs.tʔa/
	 「寒かった」
	 cf.	//hïː//「寒い」+	//-sa//（形容詞化）→	/hïː.sa/「寒い」
c.	 //hoːɾa//「嬉しい」+	//-ɕa//（形容詞化）+	//-ta//（過去）⇒	hoː.ɾaɕ.ta
	 →	/hoː.ɾaɕ.tʔa/「嬉しかった」
	 cf.	//hoːɾa//「嬉しい」+	//-ɕa//（形容詞化）→	/hoː.ɾa.ɕa/「嬉しい」
	 	 //nukU//「温い」+	//-sa//（形容詞化）+	//-ta//（過去）→	/nuk.sa.ta/
	 	 「温かった」
	 	 //çiɡʲoɾU//「寒い」+	//-sa//（形容詞化）+	//-ta//（過去）→	/çiɡʲoɾ.sa.ta/
	 	 「寒かった」
また、砂糖//sata//は、単独では/sïtʔa/、複合語の後部要素として初頭音が連濁した場
合は/data/で現れる（e.g.	/ɡabudata/「塊砂糖」、/kusuddata/「薬砂糖」cf.	/ɡabu/「塊」、
/kusuɾ/「薬」）。これは、形容詞接辞の交替と同様に母音aが削除されたのち、中舌母音挿
入規則（４.２.１ⅱ）によってïが挿入されたとする分析（//sata//	→	sta	→	sïta）も可能
である23。
23　	ただし、#s_tにも適用できるように、ⅴの広母音削除の条件を書き換える必要がある。形容詞化接辞
//-sa//に生じる交替と、砂糖//sata//に生じる交替との間の相違点として、次のことが指摘できる。
広母音削除によって音素配列、音節構造の制約に違反する形式を生じる場合の回避のしかたが両者で
は異なっており、前者では広母音削除が起こらず、後者では、広母音削除が起こった後で中舌母音/ï/
が挿入されている。
⎧
⎪
⎨
⎪
⎩
⎫
⎪
⎬
⎪
⎭
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４.２.４　子音ɾ,j,n削除
接辞初頭のɾ24及びjは、末尾が子音の動詞語幹に後続する場合、削除される。また、接
辞初頭の重子音のnは、末尾が子音の動詞語幹に後続する場合、単子音と交替する。以下
に規則と適用例を示す。r削除規則は、後述の前舌母音化規則（４.３.１ⅷ）に先んじて適
用される。j削除規則は後述する子音の口蓋化規則（４.３.６ ）の後に適用される。n削
除規則は前述の中舌母音挿入規則（４.２.１ⅱ）、子音の有声化規則（４.３.３⒳）及び歯茎
弾音同化（４.３.４）に先んじて適用される。以下に規則と適用例を示す。
ⅵ　ɾ,	j,	n削除規則
a.		ɾ	→	φ/	C-_　　　b.		j	→	φ/	C-_　　　c.		n	→	φ/	C-_n
⑺　ɾ削除適用例
a.	 //tub//「飛ぶ」+	//-ɾo//（意志）⇒	/tu.bo/「飛ぼう」
b.	 //kam//「食べる」+	//-ɾo//（意志）⇒	/ka.mo/「食べよう」
c.	 //tamb//「頼む」+	//-ɾo//（意志）⇒	/tam.bo/「頼もう」
d.	 //ut//「打つ」+	//-ɾo//（意志）⇒	/u.to/「打とう」
e.	 //ɸus//「干す」+	//-ɾo//（意志）⇒	/ɸu.so/「干そう」
f.	 //kuss//「殺す」+	//-ɾo//（意志）⇒	/kus.so/「殺そう」
g.	 //ɕiɲ//「死ぬ」+	//-ɾo//（意志）⇒	/ɕi.ɲo/「死のう」
h.	 //kak//「書く」+	//-ɾo//（意志）⇒	/ka.ko/「書こう」
i.	 //ɸukkʔ//「解く」+	//-ɾo//（意志）⇒	/ɸuk.kʔo/「解こう」
j.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ɾo//（意志）⇒	/ak.kʔʲo/「歩こう」
k.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-ɾo//（意志）⇒	/ku.ɡo/「漕ごう」
l.	 //uɾ//「売る」+	//-ɾo//（意志）⇒	/u.ɾo/「売ろう」
m.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-ɾo//（意志）⇒	/nïb.ɾo/「眠ろう」
n.	 //kabɾ//「被る」+	//-ɾo//（意志）⇒	/kab.ɾo/「被ろう」
24　	北琉球の言語変種の多くはいわゆる「一段動詞のラ行五段化」と呼ばれる変化を起こしており、現代
日本語共通語の一段動詞に対応する動詞が命令形／意志形／否定形においてラ行五段動詞に対応する
動詞と同様の活用を示す（e.g.	/uɾïɾï/「降りろ」、/uɾïɾo/「降りよう」、/uɾïɾan/「降りない」、/naɡïɾï/「投
げろ」、/naɡïɾo/「投げよう」、/naɡïɾan/「投げない」cf.	/tuɾï/「取れ」/tuɾo/「取ろう」/tuɾan/「取ら
ない」）。しかし、不定形では両者の活用が異なること（e.g.	/uɾïm/「降りも」、/naɡïm/「投げも」cf.	
/tuɾʲim/「取りも」）から、本稿ではこの変化を子音語幹への変化ではなく接辞の変化として捉え、共
時的には命令接辞、意志接辞、否定接辞をそれぞれ//-ɾï//,	//-ɾo//,	//-ɾan//と分析している。（ただし、
古典語の上一段動詞に対応する動詞は、語幹末尾にɾʲを持つ動詞へと変化している（e.g.	/mʲiɾʲim/「見
も」、/mʲiɾʲi/「見ろ」、/mʲiɾʲo/「見よう」、/mʲiɾʲan/「見ない」）。）なお、大分県九重方言を扱った佐々
木（2016：24-25）は、本稿と同様に「ラ行五段化」を接辞の変化と分析している。
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o.	 //hadɾ//「外す」+	//-ɾo//（意志）⇒	/had.ɾo/「外そう」
p.	 //tʔuɡɾ//「作る」+	//-ɾo//（意志）⇒	/tʔuɡ.ɾo/「作ろう」
q.	 //mʲiɾʲ//「見る」+	//-ɾo//（意志）⇒	/mʲi.ɾʲo/「見よう」
r.	 //tub//「飛ぶ」+	//-ɾan//（否定）⇒	/tu.ban/「飛ばない」
s.	 //kam//「食べる」+	//-ɾan//（否定）⇒	/ka.man/「食べない」
t.	 //tamb//「頼む」+	//-ɾan//（否定）⇒	/tam.ban/「頼まない」
u.	 //ut//「打つ」+	//-ɾan//（否定）⇒	/u.tan/「打たない」
v.	 //ɸus//「干す」+	//-ɾan//（否定）⇒	/ɸu.san/「干さない」
w.	 //kuss//「殺す」+	//-ɾan//（否定）⇒	/kus.san/「殺さない」
x.	 //ɕiɲ//「死ぬ」+	//-ɾan//（否定）⇒	/ɕi.ɲan/「死なない」
y.	 //kak//「書く」+	//-ɾan//（否定）⇒	/ka.kan/「書かない」
z.	 //ɸukkʔ//「解く」+	//-ɾan//（否定）⇒	/ɸuk.kʔan/「解かない」
aa.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ɾan//（否定）⇒	/ak.kʔʲan/「歩かない」
bb.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-ɾan//（否定）⇒	/ku.ɡan/「漕がない」
cc.	 //uɾ//「売る」+	//-ɾan//（否定）⇒	/u.ɾan/「売らない」
dd.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-ɾan//（否定）⇒	/nïb.ɾan/「眠らない」
ee.	 //kabɾ//「被る」+	//-ɾan//（否定）⇒	/kab.ɾan/「被らない」
ff.	 //hadɾ//「外す」+	//-ɾan//（否定）⇒	/had.ɾan/「外さない」
gg.	 //tʔuɡɾ//「作る」+	//-ɾan//（否定）⇒	/tʔuɡ.ɾan/「作らない」
hh.	 //mʲiɾʲ//「見る」+	//-ɾan//（否定）⇒	/mʲi.ɾʲan/「見ない」
ii.	 //tub//「飛ぶ」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/tu.bï/「飛べ」
jj.	 //kam//「食べる」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/ka.mï/「食べろ」
kk.	 //tamb//「頼む」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/tam.bï/「頼め」
ll.	 //ut//「打つ」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/u.tï/「打て」
mm.	//ɸus//「干す」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/ɸu.sï/「干せ」
nn.	 //kuss//「殺す」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/kus.sï/「殺せ」
oo.	 //ɕiɲ//「死ぬ」+	//-ɾï//（命令）	⇒	ɕiɲï	→	/ɕi.ɲi/「死ね」
pp.	 //kak//「書く」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/ka.kï/「書け」
qq.	 //ɸukkʔ//「解く」+	//-ɾï//（命令）⇒	/ɸuk.kʔï/「解け」
rr.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ɾï//（命令）	⇒	akkʔʲï	→	/ak.kʔʲi/「歩け」
ss.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/ku.ɡï/「漕げ」
tt.	 //uɾ//「売る」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/u.ɾï/「売れ」
uu.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/nïb.ɾï/「眠れ」
vv.	 //kabɾ//「被る」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/kab.ɾï/「被れ」
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ww.	//hadɾ//「外す」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/had.ɾï/「外せ」
xx.	 //tʔuɡɾ//「作る」+	//-ɾï//（命令）	⇒	/tʔuɡ.ɾï/「作れ」
yy.	 //mʲiɾʲ//「見る」+	//-ɾï//（命令）	⇒	mʲiɾʲï	→	/mʲi.ɾʲi/「見ろ」
	 cf.	//abï//「呼ぶ」+	//-ɾo//（意志）→	/a.bï.ɾo/「呼ぼう」
	 	 //naɡï//「投げる」+	//-ɾo//（意志）→	/na.ɡï.ɾo/「投げよう」
	 	 //idʑ͡i//「出る」+	//-ɾo//（意志）→	/i.dʑ͡i.ɾo/「出よう」
	 	 //wʔïː//「起きる」+	//-ɾo//（意志）→	/wʔïː.ɾo/「起きよう」
	 	 //keː//「掛ける」+	//-ɾo//（意志）→	/keː.ɾo/「掛けよう」
	 	 //abï//「呼ぶ」+	//-ɾan//（否定）→	/a.bï.ɾan/「呼ぶ」
	 	 //naɡï//「投げる」+	//-ɾan//（否定）→	/na.ɡï.ɾan/「投げる」
	 	 //idʑ͡i//「出る」+	//-ɾan//（否定）→	/i.dʑ͡i.ɾan/「出る」
	 	 //wʔïː//「起きる」+	//-ɾan//（否定）→	/wʔïː.ɾan/「起きる」
	 	 //keː//「掛ける」+	//-ɾan//（否定）→	/keː.ɾan/「掛ける」
	 	 //abï//「呼ぶ」+	//-ɾï//	→	/a.bï.ɾï/「呼べ」
	 	 //naɡï//「投げる」+	//-ɾï//	→	/na.ɡï.ɾï/「投げろ」
	 	 //idʑ͡i//「出る」+	//-ɾï//	→	/i.dʑ͡i.ɾï/「出ろ」
	 	 //wʔïː//「起きる」+	//-ɾï//	→	/wʔïː.ɾï/「起きろ」
	 	 //keː//「掛ける」+	//-ɾï//	→	/keː.ɾï/「掛けろ」
⑻　j削除適用例
a.	 //tub//「飛ぶ」+	//-juɾ//（非過去）→	tubʲ.juɾ	⇒	/tu.bʲuɾ/「飛ぶ」
b.	 //kam//「食べる」+	//-juɾ//（非過去）→	kamʲ.juɾ	⇒	/ka.mʲuɾ/「食べる」
c.	 //ut//「打つ」+	//-juɾ//（非過去）→	utɕ͡.juɾ	⇒	/u.tɕ͡uɾ/「打つ」
d.	 //ɸus//「干す」+	//-juɾ//（非過去）→	ɸuɕ.juɾ	⇒	/ɸu.ɕuɾ/「干す」
e.	 //kak//「書く」+	//-juɾ//（非過去）→	kakʲ.juɾ	⇒	/ka.kʲuɾ/「書く」
f.	 //ɸukkʔ//「解く」+	//-juɾ//（非過去）→	ɸuk.kʔʲjuɾ	⇒	/ɸuk.kʔʲuɾ/「解く」
g.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-juɾ//（非過去）→	kuɡʲ.juɾ	⇒	/ku.ɡʲuɾ/「漕ぐ」
h.	 //uɾ//「売る」+	//-juɾ//（非過去）→	uɾʲ.juɾ	⇒	/u.ɾʲuɾ/「売る」
i.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-juɾ//（非過去）→	nïb.ɾʲjuɾ	⇒	/nïb.ɾʲuɾ/「眠る」
j.	 //kabɾ//「被る」+	//-juɾ//（非過去）→	kab.ɾʲjuɾ	⇒	/kab.ɾʲuɾ/「被る」
k.	 //hadɾ//「外す」+	//-juɾ//（非過去）→	had.ɾʲjuɾ	⇒	/had.ɾʲuɾ/「外す」
l.	 //tʔuɡɾ//「作る」+	//-juɾ//（非過去）→	tʔuɡ.ɾʲjuɾ	⇒	/tʔuɡ.ɾʲuɾ/「作る」
	 cf.	//abï//「呼ぶ」+	//-juɾ//（非過去）→	/a.bï.juɾ/「呼ぶ」
	 	 //naɡï//「投げる」+	//-juɾ//（非過去）→	/na.ɡï.juɾ/「投げる」
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	 	 //idʑ͡i//「出る」+	//-juɾ//（非過去）→	/i.dʑ͡i.juɾ/「出る」
	 	 //wʔïː//「起きる」+	//-juɾ//（非過去）→	/wʔïː.juɾ/「起きる」
	 	 //keː//「掛ける」+	//-juɾ//（非過去）→	/keː.juɾ/「掛ける」
⑼　n削除適用例
a.	 //tub//「飛ぶ」+	//-nna//（禁止）⇒	/tub.na/「飛ぶな」
b.	 //kam//「食べる」+	//-nna//（禁止）⇒	/kam.na/「食べるな」
c.	 //ut//「打つ」+	//-nna//（禁止）⇒	/ut.na/「打つな」
d.	 //ɸus//「干す」+	//-nna//（禁止）⇒	/ɸus.na/「干すな」
e.	 //ɕiɲ//「死ぬ」+	//-nna//（禁止）⇒	ɕiɲ.na	→	/ɕin.na/「死ぬな」
f.	 //kak//「書く」+	//-nna//（禁止）⇒	kak.na	→	/kaɡ.na/「書くな」
g.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-nna//（禁止）⇒	/kuɡ.na/「漕ぐな」
h.	 //uɾ//「売る」+	//-nna//（禁止）⇒	uɾ.na	→	/un.na/「売るな」
i.	 //mʲiɾʲ//「見る」+	//-nna//（禁止）⇒	mʲiɾʲ.na	→	/mʲin.na/「見るな」
	 cf.	//abï//「呼ぶ」+	//-nna//（禁止）⇒	/a.bïn.na/「呼ぶな」
	 	 //naɡï//「投げる」+	//-nna//（禁止）⇒	/na.ɡïn.na/「投げるな」
	 	 //idʑ͡i//「出る」+	//-nna//（禁止）⇒	/i.dʑ͡in.na/「出るな」
４.２.５　子音コピー及びj挿入
主題助詞=a25が子音に後続する場合、子音コピーの交替が見られる。また、主題助詞が
母音またはɾ（及びj）に後続する場合、jが挿入される。以下に規則と語例を示す。なお、
規則⒜は、前述の狭母音脱落（４.２.２ⅲ）及び後述の音節末子音有声化／無声化／非口蓋
化／非喉頭化（４.３.３ⅹ,	 ⅺ,	 ⅻ）の諸規則の適用後、後述の音節初頭子音喉頭化規則
（４.３.７ a）の適用前に適用される。また、規則⒝は、前述のj削除規則（４.２.４ⅵb）
及び後述の音節初頭子音口蓋化規則（４.３.６ ）の適用後に適用されるため、j削除及びɾ
の口蓋化は起こらない。
ⅶ　主題形交替規則26
a.		Ci.=a	→	Ci.Cia（ただしCi≠j）　　b.		φ	→	j	/	ɾ,	j,	V	_=a
25　	主題助詞を//=ja//とみると、j削除を想定することになるが、削除が起きる理由及び条件を示すこと
が難しい。南琉球宮古島の請方言では、本稿と同様に主題助詞を//=a//とし、j挿入規則を立ててい
る研究が見られる（Shimoji	2008	参照）。
26　	主題助詞は、４.２⒤の音節化規則のドメインに入らず、子音に後続する場合も必ず音節境界が置かれ
る（e.g.	//arʲI//「あれ」+	//ɲ//（与格）+	//=a//（主題）→	a.rʲiɲ.a	→	a.rʲin.a	→	/a.rʲin.na/「あれ
には」）。
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⑽　主題形交替規則適用例
a.	 //kʔubʲI//「首」+	//=a//（主題）→	kʔu.bʲI.a	→	kʔubʲ.a	→	kʔup.a	⇒	/kʔup.pa/
	 「首は」
b.	 //ibʲI//「エビ」+	//=a//（主題）→	i.bʲI.a	→	ibʲ.a	→	ip.a	⇒	/ip.pa/「エビは」
c.	 //itɕ͡ubʲI//「イチゴ」+	//=a//（主題）→	i.tɕ͡u.bʲI.a	→	i.tɕ͡ubʲ.a	→	i.tɕ͡up.a
	 ⇒	/i.tɕ͡up.pa/「イチゴは」
d.	 //nïdumʲI//「ネズミ」+	//=a//（主題）→	nï.du.mʲI.a	→	nï.dumʲ.a	→	nï.dum.a
	 ⇒	/nï.dum.ma/「ネズミは」
e.	 //ɡadʑ͡amʲI//「蚊」+	//=a//（主題）→	ɡa.dʑ͡a.mʲI.a	→	ɡa.dʑ͡amʲ.a	→	ɡa.dʑ͡am.a
	 ⇒	/ɡa.dʑ͡am.ma/「蚊は」
f.	 //umatʔÏ//「火」+	//=a//（主題）→	u.ma.tʔÏ.a	→	u.matʔ.a	→	u.mat.a	⇒	u.mat.ta
	 →	/u.mat.tʔa/「火は」
g.	 //ɡatʔuːtʔÏ//「ウニ」+	//=a//（主題）→	ɡa.tʔuː.tʔÏa	→	ɡa.tʔuːtʔ.a	→	ɡa.tʔut.a
	 ⇒	ɡa.tʔut.ta	→	/ɡa.tʔut.tʔa/「ウニは」
h.	 //sïtʔïtʔU//「ソテツ」+	//=a//（主題）→	sï.tʔï.tʔU.a	→	sï.tʔïtʔ.a	→	sï.tʔït.a
	 ⇒	sï.tʔït.ta	→	/sï.tʔït.tʔa/「ソテツは」
i.	 //mïmïtʔU//「ミミズ」+	//=a//（主題）→	mï.mï.tʔU.a	→	mï.mïtʔ.a	→	mï.mït.a
	 ⇒	mï.mït.ta	→	/mï.mït.tʔa/「ミミズは」
j.	 //mïdU//「水」+	//=a//（主題）→	mï.dU.a	→	mïd.a	→	mït.a	⇒	mït.ta
	 →	/mït.tʔa/「水は」
k.	 //kʔʲidU//「傷」+	//=a//（主題）→	kʔʲi.dU.a	→	kʔʲid.a	→	kʔʲit.a	⇒	kʔʲit.ta
	 →	/kʔʲit.tʔa/「傷は」
l.	 //hanusÏ//「サツマイモ」+	//=a//（主題）→	ha.nu.sÏ.a	→	ha.nus.a	→	ha.nus.a
	 ⇒	/ha.nus.sa/「サツマイモは」
m.	 //anU//「アリ」+	//=a//（主題）→	a.nU.a	→	an.a	⇒	/an.na/「アリは」
n.	 //ɡanU//「カニ」+	//=a//（主題）→	ɡa.nU.a	→	ɡan.a	⇒	/ɡan.na/「カニは」
o.	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=a//（主題）→	ka.ma.tɕ͡I.a	→	ka.matɕ͡.a
	 ⇒	/ka.matɕ͡.tɕ͡a/[kamat̚tɕ͡a]「頭は」
p.	 //hïdʑ͡I//「肘」+	//=a//（主題）→	hï.dʑ͡I.a	→	hïdʑ͡.a	→	hïtɕ͡.a	
	 ⇒	/hïtɕ͡.tɕ͡a/[hït̚tɕ͡a]「肘は」
q.	 //tudʑ͡I//「妻」+	//=a//（主題）→	tu.dʑ͡I.a	→	tudʑ͡.a	→	tutɕ͡.a	
	 ⇒	/tutɕ͡.tɕ͡a/[tut̚tɕ͡a]「妻は」
r.	 //uɕI//「牛」+	//=a//（主題）→	u.ɕI.a	→	uɕ.a	⇒	/uɕ.ɕa/「牛は」
s.	 //ɸuɕI//「星」+	//=a//（主題）→	ɸu.ɕI.a	→	ɸuɕ.a	⇒	/ɸuɕ.ɕa/「星は」
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t.	 //dusukʔʲI//「ススキ」+	//=a//（主題）→	du.su.kʔʲI.a	→	du.sukʔʲ.a	→	du.suk.a
	 ⇒	du.suk.ka	→	/du.suk.kʔa/「ススキは」
u.	 //sabakʔʲI//「櫛」+	//=a//（主題）→	sa.ba.kʔʲI.a	→	sa.bakʔʲ.a	→	sa.bak.a
	 ⇒	sa.bak.ka	→	/sa.bak.kʔa/「櫛は」
v.	 //kʔuɡʲI//「釘」+	//=a//（主題）→	kʔu.ɡʲI.a	→	kʔuɡʲ.a	→	kʔuk.a	⇒	kʔuk.ka
	 →	/kʔuk.kʔa/「釘は」
w.	 //hakʔU//「箱」+	//=a//（主題）→	ha.kʔU.a	→	hakʔ.a	→	hak.a	⇒	hak.ka
	 →	/hak.kʔa/「箱は」
x.	 //tuɾʲI//「鳥」+	//=a//（主題）→	tu.ɾʲI.a	→	tuɾʲ.a	→	tuɾ.a	⇒	tuɾ.ɾja	→	tuɾ.ɾʲja
	 →	/tuɾ.ɾʲa/「鳥は」
y.	 //hïɾʲI//「ニンニク」+	//=a//（主題）→	hï.ɾʲI.a	→	hïɾʲ.a	→	hïɾ.a	⇒	hïɾ.ɾja	
	 →	hiɾ.ɾʲja	→	/hïɾ.ɾʲa/「ニンニクは」
z.	 //kajI//「粥」+	//=a//（主題）→	ka.jI.a	→	kaj.a	⇒	/kaj.ja/「粥は」「ニンニクは」
aa.	 //jama//「山」+	//=a//（主題）→	ja.ma.a	⇒	/ja.ma.ja/「山は」
bb.	 //muɡʲi//「麦」+	//=a//（主題）→	mu.ɡʲi.a	⇒	/mu.ɡʲi.ja/「麦は」
cc.	 //kumï//「米」+	//=a//（主題）→	ku.mï.a	⇒	/ku.mï.ja/「米は」
dd.	 //sïtʔo//「外」+	//=a//（主題）→	sï.tʔo.a	⇒	/sï.tʔo.ja/「外は」
ee.	 //seː//「酒」+	//=a//（主題）→	seː.a	⇒	/seː.ja/「酒は」
ff.	 //tïː//「手」+	//=a//（主題）→	tïː.a	⇒	/tïː.ja/「手は」
４.３　母音／子音交替
本節では、母音／子音の交替として、４.３.１で前舌母音化、４.３.２で短母音化、４.３.３
で音節末子音の有声化／無声化／非口蓋化／非喉頭化、４.３.４で音節末歯茎／歯茎硬口蓋
音同化、４.３.５で音節末鼻音調音点同化、４.３.６で音節初頭子音口蓋化、４.３.７で音節
初頭子音喉頭化／非咽頭化、４.３.８で動詞語幹末子音と接辞初頭音tの連続に生じる交替
について述べる。
４.３.１　前舌母音化
口蓋化子音に後続する中舌母ïは、前舌母音と交替する。以下に規則と適用例を示す。前
舌母音化規則は、前述の中舌母音挿入規則（４.２.１ⅱ）及びɾ削除規則（４.２.４ⅵa）の
適用後に適用される。
ⅷ　前舌母音化規則
　ï	→	i	/	Cʲ	_
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⑾　前舌母音化規則適用例
a.	 //ɕiɲ//「死ぬ」+	//-ɾï//	→	ɕi.ɲï	⇒	/ɕi.ɲi/「死ね」
b.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ɾï//	→	ak.kʔʲï	⇒	/ak.kʔʲi/「歩け」
c.	 //mʲiɾʲ//「見る」+	//-ɾï//	→	mʲi.ɾʲï	⇒	/mʲi.ɾʲi/「見ろ」
d.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ɡa//（目的）→	akkʔʲïɡa	⇒	/ak.kʔʲi.ɡa/「歩きに」
e.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ba//（条件）→	akkʔʲïba	⇒	/ak.kʔʲi.ba/「歩けば」
４.３.２　短母音化
長母音は、閉音節において短母音と交替する。以下に規則と交替例を示す。なお、以下
の規則は前述の狭母音削除規則（４.２.２ⅲ）及び広母音削除規則（４.２.３ⅴ）の適用後
に適用される。
ⅸ　短母音化規則27
	 Vː	→	V	/	_C.
⑿　短母音化適用例
a.	 //toːbU//「豆腐」→	toːb	→	toːp	⇒	/top/
	 cf.	//toːbU//+	//=m//（添加）→	/toː.bum/「豆腐も」
b.	 //oːɡʲI//「扇」→	oːɡʲ	→	oːk	⇒	/ok/
	 cf.	//oːɡʲI//	+	//=m//（添加）→	/oː.ɡʲim/「扇も」
c.	 //kaːtʔÏ//「顎」→	kaːtʔ	→	kaːt	⇒	/kat/
	 cf.	//kaːtʔÏ//	+	//=m//（添加）→	/kaː.tʔïm/「顎も」
d.	 //çikʔʲoːsÏ//「挽臼」+	//=nU//（主格）→	çi.kʔʲoːs.nU	⇒	/çi.kʔʲos.nu/
	 cf.	//çikʔʲoːsÏ//	+	//=m//（添加）→	/çi.kʔʲoː.sïm/「挽臼も」
e.	 //tʔaːtʔI//「二つ」→	tʔaːtʔ	→	tʔaːt	⇒	/tʔat/
	 cf.	//tʔaːtʔI//	+	//=m//（添加）→	/tʔaː.tʔïm/「二つも」
f.	 //taː//「高い」+	//-sa//（形容詞化）+	//-ta//（過去）→	taːs.ta	⇒	/tas.tʔa/
	 「高かった」
	 cf.	//	taː//「高い」+	//-sa//（形容詞化）→	/taː.sa/「高い」
g.	 //hïː//「寒い」+	//-k//（副詞化）⇒	/hïk/「寒く」
	 cf.	//hïː//「寒い」+	//-sa//（形容詞化）→	/hïː.sa/「寒い」
27　早田（1996：７）も同様の趣旨の規則を立てている。
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h.	 //keː//「掛ける」+	//-nna//（禁止）⇒	/ken.na/「掛けるな」
	 cf.	//keː//「掛ける」+	//-ɾï//（命令）→	/keː.ɾï/「掛けろ」
４.３.３　音節末子音有声化／無声化／非口蓋化／非喉頭化
音節末の閉鎖音は、有声性の点で後続子音に同化する。ただし、nに先行する歯茎閉鎖
音はdではなくtで現れる。また、発話末の閉鎖音は無声音で現れる。（なお、音節末の摩
擦音は常に無声で現れる。）歯茎硬口蓋阻害音を除いては、音節末に口蓋化音は現れず、
非口蓋化音と交替する。音節末に喉頭化音は現れず、非喉頭化音と交替する。以下に規則
と交替例を示す。以下の規則は狭母音削除（４.２.２ⅲ）の適用後に適用される。規則ⅹは
音節初頭子音喉頭化規則（４.３.７ a）に先んじて適用される。
ⅹ　子音有声化／無声化規則
stop,	affricate	→	[-voice]	/	_#	（#は発話末）
stop,	affricate	→	[αvoice]	/	_.C	[αvoice]（ただしt,	d	→	t	/_n	）
ⅺ　子音非口蓋化規則
Cʲ→C/_.（tɕ͡,	dʑ͡,	ɕには不適用）
ⅻ　子音非喉頭化規則
Cʔ→C/_.
⒀　子音有声化／無声化／非口蓋化／非喉頭化交替例
a.	 //tub//「飛ぶ」+	//-tɕ͡aɡïsa//（しそう）→	tub.tɕ͡a.ɡï.sa	⇒	/tup.tɕ͡a.ɡï.sa/
	 「飛びそう」
	 cf.	//tub//「飛ぶ」+	//-ɾo//（意志）→	/tu.bo/「飛ぼう」
b.	 //ut//「打つ」+	//-ɡa//（目的）→	ut.ɡa	⇒	/ud.ɡa/「打ちに」
	 cf.	//ut//「打つ」+	//-ɾo//（意志）→	/u.to/「打とう」
c.	 //ut//「打つ」+	//-ba/（条件）→	ut.ba	⇒	/ud.ba/「打てば」
d.	 //sïtʔïtʔU///「ソテツ」→	sï.tʔï.tʔU	→	sï.tʔïtʔ	⇒	/sï.tʔït/「ソテツ」
	 cf.	//sïtʔïtʔU//	+	//=m//（添加）→	/sï.tʔï.tʔum/「ソテツも」
e.	 //sïtʔïtʔU//「ソテツ」+	//=ba//（対格）→	sï.tʔï.tʔU.ba	→	sï.tʔïtʔ.ba	
	 ⇒	/sï.tʔïd.ba/
f.	 //sïtʔïtʔU//	+	//=do//（断定）→	sï.tʔï.tʔU.do	→	sï.tʔïtʔ.do	⇒	/sï.tʔïd.do/
	 「ソテツだよ」
g.	 //umatʔÏ//「火」→	u.ma.tʔÏ	→	u.matʔ	⇒	/u.mat/「火」
	 cf.	//umatʔÏ//	+	//=m//（添加）→	/u.ma.tʔïm/「火も」
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h.	 //umatʔÏ//	+	//=do//（断定）→	u.ma.tʔÏ.do	→	u.matʔ.do	⇒	/u.mad.do/「火だよ」
i.	 //mïdU//「水」→	mï.dU	→	mïd	⇒	/mït/「水」
	 cf.	//mïdU//	+	//=m//（添加）→	/mï.dUm/「水も」
j.	 //mïdU//「水」+	//=tu//（共格）→	mï.dU.tu	→	mïd.tu	⇒	mït.tu	→	/mït.tʔu/
	 「水と」
k.	 //mïdU//「水」+	//=nu//（主格）→	mï.dU.nu	→	mïd.nu	⇒	/mït.nu/「水が」
l.	 //kʔʲidU//「水」→	kʔʲi.dU	→	kʔʲid	⇒	/kʔʲit/「傷」
	 cf.	//kʔʲidU//	+	//=m//（添加）→	/kʔʲi.dUm/「傷も」
m.	 //kʔʲidU//「傷」+	//=tu//（共格）→	kʔʲi.dU.tu	→	kʔʲid.tu	⇒	kʔʲit.tu
	 →	/kʔʲit.tʔu/「傷と」
n.	 //kʔʲidU//「傷」+	//=nu//（主格）→	kʔʲi.dU.nu	→	kʔʲid.nu	⇒	/kʔʲit.nu/「傷が」
o.	 //kat//「勝つ」+	//-I//（不定）+	//buɕa//（願望）→	ka.tI.bu.ɕa	
	 →	ka.tɕ͡I.bu.ɕa	→	katɕ͡.bu.ɕa	⇒	/kadʑ͡.bu.ɕa/「勝ちたい」
	 cf.	//kat//「勝つ」+	//-I//（不定）+	//m//（添加）→	/ka.tɕ͡im/「勝ちも」
p.	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=dʑa//（コピュラ）→	ka.ma.tɕ͡I.dʑ͡a	→	ka.matɕ͡.dʑ͡a	
	 ⇒	/ka.madʑ͡.dʑ͡a/[kamad̚dʑ͡a]	「頭だ」
	 cf.	//ka.ma.tɕ͡I//	+	//=m//（添加）→	/ka.ma.tɕ͡im/「頭も」
q.	 //kʔutɕ͡I//「口」+	//=dʑa//（コピュラ）→	kʔu.tɕ͡I.dʑ͡a	→	kʔutɕ͡.dʑ͡a	
	 ⇒	/kʔudʑ͡.dʑ͡a/[kʔud̚.dʑ͡a]	「口だ」
	 cf.	//kʔu.tɕ͡I//	+	//=m//（添加）→	/kʔu.tɕ͡Im/「口も」
r.	 //tudʑ͡I//「妻」→	tu.dʑ͡I	→	tudʑ͡	⇒	/tutɕ͡/「妻」
	 cf.	//tudʑ͡I//	+	//=m//（添加）→	/tu.dʑ͡im/「妻も」
s.	 //tudʑ͡I//「妻」+	//=tɕ͡i//（引用）→	tu.dʑ͡I.tɕ͡i	→	tudʑ͡.tɕ͡i	⇒	/tutɕ͡.tɕ͡i/[tut̚tɕ͡i]
	 「妻と」
t.	 //hïdʑ͡I//「肘」→	hï.dʑ͡I	→	hïdʑ͡	⇒	/hïtɕ͡/「肘」
	 cf.	//hïdʑ͡I//	+	//=m//（添加）→	/hï.dʑ͡im/「肘も」
u.	 //hïdʑ͡I//「肘」+	//=tɕ͡i//（引用）→	hï.dʑ͡I.tɕ͡i	→	hïdʑ͡.tɕ͡i	⇒	/hïtɕ͡.tɕ͡i/[hït̚tɕ͡i]
	 「肘と」
v.	 //kak//「書く」+	//-ɡa//（目的）→	kak.ɡa	⇒	/kaɡ.ɡa/「書きに」
	 cf.	//kak//「書く」+	//-ɾo//（意志）→	/ka.ko/「書こう」
w.	 //kak//「書く」+	//-ba/（条件）→	kak.ba	⇒	/kaɡ.ba/「書けば」
x.	 //kʔʲkʲ//「聞く」+	//-ɡa//（目的）→	kʔʲkʲ.ɡa	⇒	/kʔʲɡ.ɡa/「聞きに」
	 cf.	//kʔʲikʲ//「聞く」+	//-ɾo//（意志）→	/kʲi.kʔʲo/「聞こう」
y.	 //kʔʲikʲ//「聞く」+	//-ba/（条件）→	kʔʲikʲ.ba	⇒	/kʔʲiɡ.ba/「聞けば」
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z.	 //dusukʔʲI//「ススキ」+	//=nu//（主格）→	du.su.kʔʲI.nu	→	du.sukʔʲ.nu	
	 ⇒	/du.suɡ.nu/
	 cf.	//dusukʔʲI//	+	//=m//（添加）→	/du.su.kʔʲim/「ススキも」
aa.	 //hakʔU//「箱」+	//=nu//（主格）→	ha.kʔU.nu	→	hakʔ.nu	⇒	/haɡ.nu/
	 cf.	///hakʔU//	+	//=m//（添加）→	/ha.kʔum/「箱も」
bb.	 //mʲiɡʲI//「右」→	mʲi.ɡʲI	⇒	mʲiɡʲ	→	/mʲik/
	 cf.	//mʲiɡʲI//	+	//=m//（添加）→	/mʲi.ɡʲim/「右も」
	 	 //ɸus//「干す」+	//-ɡa//（目的）→	/ɸus.ɡa/「干しに」
	 	 //ɸus//「干す」+	//-ba//（条件）→	/ɸus.ba/「干せば」
	 	 //hanus//「サツマイモ」+	//=ba//（対格）→	/ha.nus.ba/「サツマイモを」
	 	 //hanus//「サツマイモ」+	//=do//（断定）→	/ha.nus.do/「サツマイモだよ」
	 	 //hanus//「サツマイモ」+	//dʑ͡a//（コピュラ）→	/ha.nus.dʑ͡a	/
	 	 「サツマイモだ」
	 	 //uʃ//「ウシ」+	//=ba//（対格）→	/uʃ.ba/「ウシを」
	 	 //uʃ//「ウシ」+	//=do//（断定）→	/uʃ.do/「ウシだよ」
	 	 //uʃ//「ウシ」+	//dʑ͡a//（コピュラ）→	/uʃ.dʑ͡a	/「ウシだ」
４.３.４　音節末歯茎／歯茎硬口蓋音同化
歯茎／歯茎硬口蓋閉鎖／破擦音t,	d,	 tɕ͡,	dʑ͡は後続する歯茎／歯茎硬口蓋音阻害音t,	d,	 tɕ͡,	
dʑ͡,	s,	ɕに完全同化し、歯茎鼻音nが後続する場合はtで現れる。以下に規則と交替例を示す。
以下の規則は狭母音削除（４.２.２ⅲ）の適用後に適用される。
　歯茎／歯茎硬口蓋閉鎖／破擦音同化規則
	 t	/	_t
	 d	/	_d
	 tɕ͡	/	_tɕ͡
　t,	d,	tɕ͡,	dʑ͡		→　	dʑ͡	/	_dʑ͡	
	 s	/	_s
	 ɕ	/	_ɕ
	 t	/	_n
⒁　歯茎／歯茎硬口蓋閉鎖／破擦音同化適用例
a.	 //umatʔÏ//「火」+	//=tɕ͡i//（引用）→	u.ma.tʔÏ.tɕ͡i	→	u.matʔ.tɕ͡i
	 ⇒	/u.matɕ͡.tɕ͡i/[ʔumat̚tɕ͡i]「火と」
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b.	 //umatʔI//「火」+	//=dʑ͡a//（コピュラ）→	u.ma.tʔI.dʑ͡a	→	u.matʔ.dʑ͡a
	 ⇒	/u.madʑ͡.dʑ͡a/[ʔumad̚dʑ͡a]「火だ」
c.	 //umatʔÏ//「火」+	//=saɡʲe//（さえ）→	u.ma.tʔÏ.sa.ɡʲe	→	u.matʔ.sa.ɡʲe
	 ⇒	/u.mas.sa.ɡʲe/「火さえ」
d.	 //umatʔÏ//「火」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	u.ma.tʔÏ.ɕa	→	u.matʔ.ɕa
	 ⇒	/u.maɕ.ɕa/「火か？」
e.	 //sïtʔïtʔU//「ソテツ」+	//=dʑ͡a//（コピュラ）→	sï.tʔï.tʔU.dʑ͡a	→	sï.tʔïtʔ.dʑ͡a
	 ⇒	/sï.tʔïdʑ͡.dʑ͡a/[sïtʔïd̚dʑ͡a]「ソテツだ」
f.	 //sïtʔïtʔU//「ソテツ」+	//=saɡʲe//（さえ）→	sï.tʔï.tʔU.sa.ɡʲe	→	sï.tʔïtʔ.sa.ɡʲe
	 ⇒	/sï.tʔïs.sa.ɡʲe/「ソテツさえ」
g.	 //sïtʔïtʔU//「ソテツ」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	sï.tʔï.tʔU.ɕa	→	sï.tʔïtʔ.ɕa
	 ⇒	/sï.tʔïɕ.ɕa/「ソテツか？」
h.	 //mïdU//「水」+	//=tɕ͡i//（引用）→	mï.dU.tɕ͡i	→	mïd.tɕ͡i	⇒	/mïtɕ͡.tɕ͡i/[mït̚tɕ͡i]
	 「水と」
i.	 //mïdU//「水」+	//=dʑ͡a//（コピュラ）→	mï.dU.dʑ͡a	→	mïd.dʑ͡a
	 ⇒	/mïdʑ͡.dʑ͡a/[mïd̚dʑ͡a]「水だ」
j.	 //mïdU//「水」+	//=saɡʲe//（さえ）→	mï.dU.sa.ɡʲe	→	mïd.sa.ɡʲe
	 ⇒	/mïs.sa.ɡʲe/「水さえ」
k.	 //mïdU//「水」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	mï.dU.ɕa	→	mïd.ɕa	⇒	/mïɕ.ɕa/
	 「水か？」
l.	 //kʔʲidU//「傷」+	//=tɕ͡i//（引用）→	kʔʲi.dU.tɕ͡i	→	kʔʲid.tɕ͡i
	 ⇒	/kʔʲitɕ͡.tɕ͡i/[kʔʲit̚tɕ͡i]「傷と」
m.	 //kʔʲidU//「傷」+	//=dʑ͡a//（コピュラ）→	kʔʲi.dU.dʑ͡a	→	kʔʲid.dʑ͡a
	 ⇒	/kʔʲidʑ͡.dʑ͡a/[kʔʲid̚dʑ͡a]「傷だ」
n.	 //kʔʲidU//「傷」+	//=saɡʲe//（さえ）→	kʔʲi.dU.sa.ɡʲe	→	kʔʲid.sa.ɡʲe
	 ⇒	/kʔʲis.sa.ɡʲe/「傷さえ」
o.	 //kʔʲidU//「傷」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	kʔʲi.dU.ɕa	→	kʔʲid.ɕa
	 ⇒	/kʔʲiɕ.ɕa/「傷か？」
p.	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=tu//（共格）→	ka.ma.tɕ͡I.tu	→	ka.matɕ͡.tu	⇒	ka.mat.tu
	 →	/ka.mat.tʔu/「頭と」
q.	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=do//（断定）→	ka.ma.tɕ͡I.do	→	ka.matɕ͡.do
	 ⇒	/ka.mad.do/「頭だよ」
r.	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=saɡʲe//（さえ）→	ka.ma.tɕ͡I.sa.ɡʲe	→	ka.matɕ͡.sa.ɡʲe
	 ⇒	/ka.mas.sa.ɡʲe/「頭さえ」
−	192	−
s.	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	ka.ma.tɕ͡I.ɕa	→	ka.matɕ͡.ɕa
	 ⇒	/ka.maɕ.ɕa/「頭か？」
t.	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=nU//（主格）→	ka.ma.tɕ͡I.nU	→	ka.matɕ͡.nU
	 ⇒	/ka.mat.nu/「頭が」
u.	 //kʔutɕ͡I//「口」+	//=tu//（共格）→	kʔu.tɕ͡I.tu	→	kʔutɕ͡.tu	⇒	kʔut.tu
	 →	/kʔut.tʔu/「口と」
v.	 //kʔutɕ͡I//「口」+	//=do//（断定）→	kʔu.tɕ͡I.do	→	kʔutɕ͡.do	⇒	/kʔud.do/「口だよ」
w.	 //kʔutɕ͡I//「口」+	//=saɡʲe//（さえ）→	kʔu.tɕ͡I.sa.ɡʲe	→	kʔutɕ͡.sa.ɡʲe
	 ⇒	/kʔus.sa.ɡʲe/「口さえ」
x.	 //kʔutɕ͡I//「口」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	kʔu.tɕ͡I.ɕa	→	kʔutɕ͡.ɕa	⇒	/kʔuɕ.ɕa/
	 「口か？」
y.	 //kʔutɕ͡I//「口」+	//=nU//（主格）→	kʔu.tɕ͡I.nU	→	kʔutɕ͡.nU	⇒	/kʔut.nu/「口が」
z.	 //tudʑ͡I//「妻」+	//=tu//（共格）→	tu.dʑ͡I.tu	→	tudʑ͡.tu	⇒	tut.tu	→	/tut.tʔu/
	 「妻と」
aa.	 //tudʑ͡I//「妻」+	//=do//（断定）→	tu.dʑ͡I.do	→	tudʑ͡.do	⇒	/tud.do/「妻だよ」
bb.	 //tudʑ͡I//「妻」+	//=saɡʲe//（さえ）→	tu.dʑ͡I.sa.ɡʲe	→	tudʑ͡.sa.ɡʲe
	 ⇒	/tus.sa.ɡʲe/「妻さえ」
cc.	 //tudʑ͡I//「妻」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	tu.dʑ͡I.ɕa	→	tudʑ͡.ɕa	⇒	/tuɕ.ɕa/
	 「妻か？」
dd.	 //tudʑ͡I//「妻」+	//=nU//（主格）→	tu.dʑ͡I.nU	→	tudʑ͡.nU	⇒	/tut.nu/「妻が」
ee.	 //hïdʑ͡I//「肘」+	//=tu//（共格）→	hï.dʑ͡I.tu	→	hïdʑ͡.tu	⇒	hït.tu	→	/hït.tʔu/
	 「肘と」
ff.	 //hïdʑ͡I//「肘」+	//=do//（断定）→	hï.dʑ͡I.do	→	hïdʑ͡.do	⇒	/hïd.do/「肘だよ」
gg.	 //hïdʑ͡I//「肘」+	//=saɡʲe//（さえ）→	hï.dʑ͡I.sa.ɡʲe	→	hïdʑ͡.sa.ɡʲe	⇒	/hïs.sa.ɡʲe/
	 「肘さえ」
hh.	 //hïdʑ͡I//「肘」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	hï.dʑ͡I.ɕa	→	hïdʑ͡.ɕa	⇒	/hïɕ.ɕa/「肘か？」
ii.	 //hïdʑ͡I//「肘」+	//=nU//（主格）→	hï.dʑ͡I.nU	→	hïdʑ͡.nU	⇒	/hït.nu/「肘が」
	 cf.	//umatʔÏ//「火」+	//=tu//（共格）→	u.ma.tʔÏ.tu	→	u.mat.tu	→	/u.mat.tʔu/
	 	 「火と」
	 	 //umatʔÏ//「火」+	//=nU//（主格）→	u.ma.tʔÏ.nU	→	/u.mat.nu/「火が」
	 	 //sïtʔïtʔU//「ソテツ」+	//=tu//（共格）→	sï.tʔï.tʔU.tu	→	sï.tʔït.tu	→	/sï.tʔït.tʔu/
	 	 「ソテツと」
	 	 //sïtʔïtʔU//「ソテツ」+	//=nU//（主格）→	sï.tʔï.tʔU.nU	→	/sï.tʔït.nu/「ソテツが」
	 	 //mïdU//「水」+	//=do//（断定）→	mï.dU.do	⇒	/mïd.do/「水だよ」
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	 	 //kʔʲidU//「傷」+	//=do//（断定）→	kʔʲi.dU.do	⇒	/kʔʲid.do/「傷だよ」
	 	 //kamatɕ͡I//「頭」+	//=tɕ͡i//（引用）→	ka.ma.tɕ͡I.tɕ͡i	→	/ka.matɕ͡.tɕ͡i/
	 	 [kamat̚tɕ͡i]「頭と」
	 	 //kʔutɕ͡I//「口」+	//=tɕ͡i//（引用）→	kʔu.tɕ͡I.tɕ͡i	→	/kʔutɕ͡.tɕ͡i/[kʔut̚tɕ͡i]「口と」
	 	 //kʔʲidU//「傷」+	//=do//（断定）→	kʔʲi.dU.do	⇒	/kʔʲid.do/「傷だよ」
	 	 //kamatɕ͡I//「傷」+	//=tɕ͡i//（引用）→	ka.ma.tɕ͡I.tɕ͡i	→	/ka.matɕ͡.tɕ͡i/
	 	 [kamat̚tɕ͡i]「頭と」
	 	 //tu.dʑ͡//「妻」+	//=dʑ͡a//（コピュラ）→	tu.dʑ͡I.dʑ͡a	→	/tudʑ͡.dʑ͡a/[tud̚dʑ͡a]
	 	 「妻だ」
	 	 //hï.dʑ͡//「肘」+	//=dʑ͡a//（コピュラ）→	hï.dʑ͡I.dʑ͡a	→	/hïdʑ͡.dʑ͡a/[hïd̚dʑ͡a]
	 	 「肘だ」
歯茎摩擦音と歯茎硬口蓋摩擦音が連続する場合、順序によらず逆行同化が起こる。以下
に規則と語例を示す。以下の規則は狭母音削除（４.２.２ⅲ）の適用後に適用される。なお、
歯茎閉鎖音／歯茎硬口蓋破擦音への同化は起こらない。
　歯茎／歯茎硬口蓋摩擦音同化規則
　a.		s	→	ɕ	/_ɕ				b.		ɕ	→	s	/_s
⒂　歯茎／歯茎硬口蓋摩擦音同化適用例
a.	 //hanusÏ//「サツマイモ」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	ha.nu.sÏ.ɕa	→	ha.nus.ɕa
	 ⇒	/ha.nuɕ.ɕa/「サツマイモか？」
b.	 //çikʔʲoːsÏ//「挽臼」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	çi.kʔʲoː.sÏ.ɕa	→	çi.kʔʲos.ɕa
	 ⇒	/çi.kʔʲoɕ.ɕa/「挽臼か？」
c.	 //haɕI//「橋」+	//=saɡʲe//（さえ）→	ha.ɕI.sa.ɡʲe	→	haɕ.sa.ɡʲe	⇒	/has.sa.ɡʲe/
	 「橋さえ」
d.	 //ɸuɕI//「星」+	//=saɡʲe//（さえ）→	ɸu.ɕI.sa.ɡʲe	→	ɸuɕ.sa.ɡʲe	⇒	/ɸus.sa.ɡʲe/
	 「星さえ」
	 cf.	//hanusÏ//「サツマイモ」+	//=saɡʲe//（さえ）→	ha.nu.sÏ.sa.ɡʲe
	 	 →	/ha.nus.sa.ɡʲe/「サツマイモさえ」
	 	 //çikʔʲoːsÏ//「挽臼」+	//=saɡʲe//（さえ）→	çi.kʔʲoː.sÏ.sa.ɡʲe	→	/çi.kʔʲos.sa.ɡʲe/
	 	 「挽臼さえ」
	 	 //haɕI//「橋」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	ha.ɕI.ɕa	→	/haɕ.ɕa/「橋か？」
	 	 //ɸuɕI//「星」+	//=ɕa//（疑問詞疑問）→	ɸu.ɕI.ɕa	→	/ɸuɕ.ɕa/「星か？」
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	 	 //hanusÏ//「サツマイモ」+	//=tu//（共格）→	ha.nu.sÏ.tu	→	/ha.nus.tʔu/
	 	 「サツマイモと」
	 	 //çikʔʲoːsÏ//「挽臼」+	//=tu//（共格）→	çi.kʔʲoː.sÏ.tu	→	/çi.kʔʲos.tʔu/「挽臼と」
	 	 //haɕI//「橋」+	//=tu//（共格）→	ha.ɕI.tu	→	/haɕ.tʔu/「橋と」
	 	 //ɸuɕI//「星」+	//=tu//（共格）→	ɸu.ɕI.tu	→	/ɸuɕ.tʔu/「星と」
	 	 //hanusÏ//「サツマイモ」+	//=tɕ͡i//（引用）→	ha.nu.sÏ.tɕ͡i	→	/ha.nus.tɕ͡i/
	 	 「サツマイモと」
	 	 //çikʔʲoːsÏ//「挽臼」+	//=tɕ͡i//（引用）→	çi.kʔʲoː.sÏ.tɕ͡i	→	/çi.kʔʲos.tɕ͡i	/「挽臼と」
	 	 //haɕI//「橋」+	//=tɕ͡i//（引用）→	ha.ɕÏ.tɕ͡i	→	/haɕ.tɕ͡i/「橋と」
	 	 //ɸuɕI//「星」+	//=tɕ͡i//（引用）→	ɸu.ɕÏ.tɕ͡i	→	/ɸuɕ.tɕ͡i	/「星と」
弾音ɾ、ɾʲについても、調音方法の異なる歯茎音／歯茎硬口蓋音への逆行同化が見られる。
条件などがまだ詳細に分かっていないため、語例のみ示す。
⒃　歯茎弾音同化例
a.	 //tuɾʲI//「鳥」+	//=tu//（共格）→	tuɾʲ.tu	⇒	tut.tu	→	/tut.tʔu/「鳥と」
b.	 //hïɾʲI//「ニンニク」+	//=tu//（共格）→	hïɾʲ.tu	⇒	hït.tu	→	/hït.tʔu/「ニンニクと」
c.	 //tuɾʲI//「鳥」+	//=tɕ͡i//（引用）→	tuɾʲ.tɕ͡i	⇒	/tutɕ͡.tɕ͡i/「鳥と」
d.	 //hïɾʲI//「ニンニク」+	//=tɕ͡i//（引用）→	hïɾʲ.tɕ͡i	⇒	/hïtɕ͡.tɕ͡i/「ニンニクと」
e.	 /tuɾʲI//「鳥」	//=do//（断定）→	tuɾʲ.do	⇒	/tud.do/「鳥だよ」
f.	 //tuɾʲI//「鳥」	//dʑa//（コピュラ）→	tuɾʲ.dʑ͡a	⇒	/tudʑ͡.dʑ͡a/[tud̚dʑ͡a]「鳥だ」
g.	 //tuɾʲI//「鳥」	//=nu//（主格）→	tuɾʲ.nu	⇒	/tun.nu/「鳥が」
h.	 //hïɾʲI//「ニンニク」	//=nu//（主格）→	hïɾʲ.nu	⇒	/hïn.nu/「ニンニクが」
i.	 //tuɾ//「取る」	//-nna//（禁止）→	tuɾ.na	⇒	/tun.na/「取るな」
j.	 //uɾ//「売る」	//-nna//（禁止）→	uɾ.na	⇒	/un.na/「売るな」
k.	 //mʲiɾʲ//「見る」	//-nna//（禁止）→	mʲiɾʲ.na	⇒	/mʲin.na/
４.３.５　音節末鼻音の調音点同化
n,	ɲは両唇音が後続する場合にはmと交替する。以下に規則と語例を示す。以下の規則
は狭母音削除（４.２.２ⅲ）の適用後に適用される。
　鼻音調音点同化規則
　n,	ɲ	→	m	/_	bilabial
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⒄　鼻音調音点同化規則適用例
a.	 //ɕiɲ//「死ぬ」	//-ba//（条件）⇒	/ɕim.ba/
b.	 //hon//「本」	//=ba//（対格）⇒	/hom.ba/
４.３.６　音節初頭子音口蓋化
動詞語幹末の子音は、i及びjを初頭に持つ接辞が後接する場合、口蓋化する。以下に規
則と適用例を示す。規則は前述のj削除規則（４.２.４ⅵb）に先んじて適用される。
　子音口蓋化規則
C	→	Cʲ	/	_	-	i,	j
⒅　子音口蓋化適用例
a.	 //tub//「飛ぶ」+	//-juɾ//（非過去）⇒	tubʲ.juɾ	→	/tu.bʲuɾ/「飛ぶ」
b.	 //kam//「食べる」+	//-juɾ//（非過去）⇒	kamʲ.juɾ	→	/ka.mʲuɾ/「食べる」
c.	 //ut//「打つ」+	//-juɾ//（非過去）⇒	utɕ͡.juɾ	→	/u.tɕ͡uɾ/「打つ」
d.	 //ɸus//「干す」+	//-juɾ//（非過去）⇒	ɸuɕ.juɾ	→	/ɸu.ɕuɾ/「干す」
e.	 //kak//「書く」+	//-juɾ//（非過去）⇒	kakʲ.juɾ	→	/ka.kʲuɾ/「書く」
f.	 //ɸukkʔ//「解く」+	//-juɾ//（非過去）⇒	ɸuk.kʔʲjuɾ	→	/ɸuk.kʔʲuɾ/「解く」
g.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-juɾ//（非過去）⇒	kuɡʲ.juɾ	→	/ku.ɡʲuɾ/「漕ぐ」
h.	 //uɾ//「売る」+	//-juɾ//（非過去）⇒	uɾʲ.juɾ	→	/u.ɾʲuɾ/「売る」
i.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-juɾ//（非過去）⇒	nïb.ɾʲjuɾ	→	/nïb.ɾʲuɾ/「眠る」
j.	 //kabɾ//「被る」+	//-juɾ//（非過去）⇒	kab.ɾʲjuɾ	→	/kab.ɾʲuɾ/「被る」
k.	 //hadɾ//「外す」+	//-juɾ//（非過去）⇒	had.ɾʲjuɾ	→	/had.ɾʲuɾ/「外す」
l.	 //tʔuɡɾ//「作る」+	//-juɾ//（非過去）⇒	tʔuɡ.ɾʲjuɾ	→	/tʔu.ɡɾʲuɾ/「作る」
m.	 //tub//「飛ぶ」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/tu.bʲim/「飛びも」
n.	 //kam//「食べる」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/ka.mʲim/「食べも」
o.	 //ut//「打つ」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/u.tɕ͡im/「打ちも」
p.	 //ɸus//「干す」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/ɸu.ɕim/「干しも」
q.	 //kak//「書く」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/ka.kʔʲim/「書きも」
r.	 /ɸukk//「解く」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/ɸuk.kʔʲim/「解きも」
s.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/ku.ɡʲim/「漕ぎも」
t.	 //uɾ//「売る」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/u.ɾʲim/「売りも」
u.	 //nïbɾ-//「眠る」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/nïb.ɾʲim/「眠りも」
v.	 //kabɾ-//「被る」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/kab.ɾʲim/「被りも」
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w.	 //hadɾ-//「外す」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/had.ɾʲim/「外しも」
x.	 //tʔuɡɾ-//「作る」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/tʔuɡ.ɾʲim/「作りも」
４.３.７　音節初頭子音喉頭化／非喉頭化
先行するモーラが無声阻害音または無声阻害音+短狭母音の場合、歯茎閉鎖音t及び軟
口蓋閉鎖音kが喉頭化する。また、狭母音と無声阻害音が後続する場合は反対に非喉頭化
が起こる。以下に規則と交替例を示す。なお、以下の規則は前述の狭母音削除（４.２.２ⅲ）、
広母音削除（４.２.３ⅴ）、音節末子音の無声化（４.３.３ⅹ）、後述の動詞語幹末子音と接
辞初頭音tの連続に生じる交替（４.３.８ ）の適用後に適用される。
　喉頭化／非喉頭化規則
a.
	 t	→	tʔ
　	k	→	kʔ	 	
/	C[-voice](V[+high])_
⎧
⎨
⎩
⎫
⎬
⎭ 　　
b.
	 tʔ	→	t
　	kʔ	→	k	 	
/	_VI+high]C[-voice]
⎧
⎨
⎩
⎫
⎬
⎭
⒆　喉頭化／非喉頭化規則適用例
a.	 //umatʔÏ//「火」+//=tu//（共格）→	u.mat.tu	⇒	/u.mat.tʔu/「火と」
b.	 //mïdU//「水」+//=tu//（共格）→	mït.tu	⇒	/mït.tʔu/「水と」
c.	 //hakU//「箱」+//=kaja//（疑念）→	hak.ka.ja	⇒	/hak.kʔa.ja/「箱かな」
d.	 //haɾa//「辛い」+//-sa//（形容詞化）+//-ta//（過去）→	ha.ɾas.ta	
	 ⇒	/ha.ɾas.tʔa/「辛かった」
e.	 //sata//「砂糖」→	sï.ta	⇒	/sï.tʔa/
f.	 //kʔutɕ͡I//	+	//=m//（添加）⇒	/ku.tɕ͡im/「口も」
g.	 //kʔʲikʲ//「聞く」+	//-ɾo//（意志）→	kʔʲi.kʲo	⇒	/kʲi.kʔʲo/「聞こう」
h.	 //kʔʲikʲ//「聞く」+	//-ɾan//（否定）→	kʔʲi.kʲan	⇒	/kʲi.kʔʲan/「聞かない」
i.	 //kʔʲikʲ//「聞く」+	//-ɾï//（命令）⇒	kʲi.kʔʲï	→	/kʲi.kʔʲi/「聞け」
j.	 //kʔʲikʲ//「聞く」+	//-juɾ//（非過去）→	kʔʲi.kʲjuɾ	⇒	/kʲi.kʔʲuɾ/「聞く」
k.	 //kʔʲikʲ//「聞く」+	//-I//（不定）+	//=m//（添加）⇒	/kʲi.kʔʲim/「聞く」
４.３.８　動詞語幹末子音と接辞初頭音tの連続に生じる交替
動詞語幹末子音と、tで始まる子音の間に生じる交替は、接辞初頭音の口蓋化／有声化、
語幹末音の削除と、語幹末子音の逆行同化の交替から成り立っている。以下に規則と適用
例を示す。（なお、前述の音節末子音の無声化（４.３.３ⅹ）、音節初頭子音の喉頭化（４.３.７
a）も作用している。）
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　子音口蓋化規則
a.	 t	口蓋化規則
	 t	→	tɕ͡	/	t,	s,	ɲ,	k,	kʲ,	ɡ,	ɾʲ	-_
b.	 有声化規則
	 t	→	d	/	b,	m	-	_
	 tɕ͡	→	dʑ͡	/	ɲ,	ɡ	-	_
c.	 子音削除規則
	 t以外の子音（b,	m,	s,	ɲ,	k,	kʲ,	ɡ,	ɾ,	ɾʲ）→	φ	/	_	-t,	d,	tɕ͡,	dʑ͡
d.	 調音点同化規則
	 t,	s,	k	→	tɕ͡	/	_	tɕ͡
	 m	→	n	/	_d
⒇　子音語幹とtで始まる接辞の間の交替例
a.	 //tub//「飛ぶ」+	//-ta//（過去）	⇒	/tu.da/「飛んだ」
b.	 //kam//「食べる」+	//-ta//（過去）	⇒	/ka.da/「食べた」
c.	 //tamb//「頼む」+	//-ta//（過去）	⇒	/tan.da/「頼んだ」
d.	 //ut//「打つ」+	//-ta//（過去）	⇒	/utɕ͡.tɕ͡a/「打った」
e.	 //ɸus//「干す」+	//-ta//（過去）	⇒	/ɸu.tɕ͡a/「干した」
f.	 //kuss//「殺す」+	//-ta//（過去）	⇒	/kutɕ͡.tɕ͡a/「殺した」
g.	 //ɕiɲ//「死ぬ」+	//-ta//（過去）	⇒	/ɕi.dʑ͡a/「死んだ」
h.	 //kak//「書く」+	//-ta//（過去）	⇒	/ka.tɕ͡a/「書いた」
i.	 //ɸukk//「解く」+	//-ta//（過去）	⇒	/ɸutɕ͡.tɕ͡a/「解いた」
j.	 //kʔʲik//「聞く」+	//-ta//（過去）	⇒	/kʲi.tɕ͡a/「聞いた」
k.	 //akkʔʲ//「歩く」+	//-ta//（過去）	⇒	/atɕ͡.tɕ͡a/「歩いた」
l.	 //kuɡ//「漕ぐ」+	//-ta//（過去）	⇒	/ku.dʑ͡a/「漕いだ」
m.	 //mʲinɡʲ//「掴む」+	//-ta//（過去）	⇒	/mʲin.dʑ͡a/「掴んだ」
n.	 //uɾ//「売る」+	//-ta//（過去）	⇒	/u.ta/「売った」
o.	 //kï//「蹴る」+	//-ta//（過去）	⇒	/kï.tʔa/「蹴った」
p.	 //nïbɾ//「眠る」+	//-ta//（過去）	⇒	/nïp.tʔa/「眠った」
q.	 //kabɾ//「被る」+	//-ta//（過去）	⇒	/kap.tʔa/「破った」
r.	 //hadɾ//「外す」+	//-ta//（過去）	⇒	/hat.tʔa/「外した」
s.	 //tʔuɡɾ//「作る」+	//-ta//（過去）	⇒	/tʔuk.tʔa/「作った」
t.	 //mʲiɾʲ//「見る」+	//-ta//（過去）	⇒	/mʲi.tɕ͡a/「見た」
u.	 //abï//「呼ぶ」+	//-ta//（過去）	⇒	/a.bï.ta/「呼んだ」
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v.	 //naɡï//「投げる」+	//-ta//（過去）	⇒	/na.ɡï.ta/「投げに」
w.	 //idʑ͡i//「出る」+	//-ta//（過去）	⇒	/i.dʑ͡i.ta/「出た」
x.	 //wʔïː//「起きる」+	//-ta//（過去）	⇒	/wʔïː.ta/「起きた」
y.	 //keː//「掛ける」+	//-ta//（過去）	⇒	/keː.ta/「掛けた」
５．まとめと課題
本稿では、請島方言の音韻論の概観を示し、形態音韻論的交替について詳述した。大ま
かに述べると、①請島方言では形態素境界及び語末で狭母音の削除、挿入現象があり、こ
れらがが音節構造の制限に従って作用すること、また②子音連続の音素配列の制限にした
がって子音の有声化／無声化／調音点同化などの交替現象が起こり、その中で閉鎖音・破
擦音と摩擦音が交替の起こしやすさの点で異なることを示した。今後の課題として、アク
セント・イントネーションの記述、形態音韻論的交替の理論的分析がある。
補助資料
以下に、音節初頭子音と母音の組み合わせの語例を示す。
pï(ː) /appïna/[ʔap̚pʔïna]「遊ぶな」
pe(ː) 語例なし
pa(ː) /pan/[pʔaɴ]「パン」、/appam/[ʔap̚pʔam]「遊ばない」
po(ː) /pompu/[pʔompʔu]「ポンプ」、/appo/[ʔap̚pʔo]「遊ぼう」
pu(ː) /pompu/[pʔompʔu]「ポンプ」
pʲi(ː) /pjin/[pʔjiɴ]「ピン」
pʲe(ː) /pʲen/[pʔʲeɴ]「ペン」
pʲa(ː) 語例なし
pʲo(ː) 語例なし
pʲu(ː) /appʲuɾ/[ʔappʔʲuɾ]「遊ぶ」
tï(ː) /tïɾu/[tïɾu]「笊」
te(ː) /teː/[tëː]「背丈」、/hate/[hatë]「畑」
ta(ː) /tanï/[tanï]「種」、/utanta/[ʔutanta]「打たなかった」、/wata/[wata]「腹」
to(ː) /toː/[toː]「蛸」、/itoko/[ʔitoko]「従兄弟」、/uto/[ʔuto]「夫」
tu(ː) /tuɾ/[tuɾ]「鳥」、/tuɕi/[tůɕi]「年」、/tutɕ͡/[tuˑtɕ͡]「妻」
tɕ͡i(ː) /mutɕ͡i/[mutɕ͡i]「餅」
tɕ͡e(ː) 語例なし
tɕ͡a(ː) /tɕ͡aː/[tɕ͡aː]「茶」、/atɕ͡a/[ʔatɕ͡a]「明日」
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tɕ͡o(ː) /mʲitɕ͡onatï/[mʲitɕ͡onatï]「一昨年」、/jatɕ͡o/[jatɕ͡o]「灸」
tɕ͡u(ː) /tɕ͡ukʔa/[tɕ͡ůkʔa]「やかん」、/itɕ͡up/[ʔitɕ͡uˑp]「苺」
kʲi(ː) /kʲitɕ͡a/[kʲitɕ͡a]「聞いた」、/ikʲi/[ʔikʲi]「行け」
kʲe(ː) /iɾkʲe/[ʔiɾkʲe]「うろこ」
kʲa(ː) /wakʲa/[wakʲa]「私たち」、/ikʲassa/[ʔikʲassa]「いくら」/ikʲa/[ʔikʲa]「イカ」
kʲo(ː) /kʲode/[kʲodë]「兄弟」
kʲu(ː) /kʲuː/[kʲuː]「今日」、/kʲuɾasa/[kʲuɾasa]「美しい」
kï(ː) /kïɕiɾ/[kïɕiɾ]「煙管」、/kïɡa/[kïɡa]「怪我」、/sokï/[sokï]「篭」
ke(ː) /keːjum/[këːjum]「掛ける」、/tʔukena/[tʔukëna]「使うな」、/ɕoːke/[ɕoːkë]「食事」
ka(ː) /kamatɕ͡/[kamatɕ͡]「頭」、/mukaɕ/[mukaɕ]「昔」、/nuka/[nuka]「糠」
ko(ː) /koː/[koː]「川」、/kotɕ͡/[koˑtɕ͡]「黴・麹」、/noko/[noko]「鋸」
ku(ː) /kuɾ/[kuɾ]「これ」、/kuba/[kuba]「クバ」、/kuɡa/[kuɡa]「卵」
kʷi(ː) 語例なし
kʷe(ː) /kʷeːna/[kʷëːna]「買うな」
kʷa(ː) 語例なし
tʔï(ː) /tʔït/[tʔït]「一つ」、/sïtʔït/[sïtʔït]「ソテツ」、/uttʔï/[ʔut̚tʔï]「一昨日」
tʔe(ː) /ɸutʔesa/[ɸutʔësa]「大きい」
tʔa(ː) /tʔat/[tʔat]「二つ」、/attʔata/[ʔat̚tʔata]「暑かった」、/sïtʔa/[sïtʔa]「砂糖」
tʔo(ː) /sïtʔo/[sïtʔo]「外」
tʔu(ː) /tʔuɾa/[tʔuɾa]「顔」、/matʔutɕ͡/[matʔutɕ͡]「旋毛」、/ɡatʔut/[ɡatʔut]「ウニ」
tɕ͡ʔi(ː) /tɕ͡ʔiː/[tɕ͡ʔiː]「乳」、/tɕ͡ʔiː/[tɕ͡ʔiː]「血」
tɕ͡ʔe(ː) 語例なし
tɕ͡ʔa(ː) /tɕ͡ʔan/[tɕ͡ʔan]「父」、/tɕ͡ʔa:/[tɕ͡ʔa:]「来た」
tɕ͡ʔo(ː) 語例なし
tɕ͡ʔu(ː) /tɕ͡ʔuː/[tɕ͡ʔuː]「人」
kʔʲi(ː) /kʔʲiɲu/[kʔʲiɲu]「昨日」、/takʔʲik/[takʔʲik]「薪」、/ikʔʲi/[ʔikʔʲi]「息」
kʔʲe(ː) /ɸukʔʲe/[ɸůkʔʲe]「雲脂」、/aɕkʔʲe/「足跡」
kʔʲa(ː) /kʔʲaː/[kʔʲaː]「喜界」、/ikkʔʲasa/[ʔik̚kʔʲasa]「短い」、/tɕ͡ikʔʲaɾa/[tɕ͡ikʔʲaɾa]「力」
kʔʲo(ː) /kʔʲoɕɕam/[kʔʲoɕɕam]「壊れた」、/çikʔʲos/[çikʔʲos]「臼」
kʔʲu(ː) /kʔʲup/[kʔʲuˑp]「紐」、/akkʔʲum/[ʔak̚kʔʲum]「歩く」
kʔï(ː) 語例なし
kʔe(ː) 語例なし
kʔa(ː) /okkʔa/[ʔok̚kʔa]「母」
kʔo(ː) /tïkkʔo/[tïk̚kʔo]「拳」
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kʔu(ː) /kʔutɕ͡/[kʔutɕ͡]「口」、/akʔup/[ʔakʔup]「欠伸」、/junukʔuɾ/[junukʔuɾ]「夕方」
kʷʔï(ː) /kʷʔïːna/[kʷʔïːna]「閉めるな」
kʷʔe(ː) /kʷʔetːï/[kʷʔëːtï]「肥えて」
kʷʔa(ː) /kʷʔaː/[kʷʔaː]「子」、/kʔʷaɕdaɾa/[kʔʷaɕdaɾa]「菓子皿」
bï(ː) /ubï/[ʔubï]「指」、/habïɾa/[habïɾa]「チョウチョ」
be(ː) /nabeɾa/[nabëɾa]「糸瓜」、/waɾabe/[waɾabë]「子供」
ba(ː) /saba/[saba]「草履」、/sabak/[sabak]「櫛」、/suba/[suba]「舌」
bo(ː) /nïboːto/[nïboːto]「たんこぶ」
bu(ː) /buɾa/[buɾa]「泡」、/tʔubuɕ/[tʔubuɕ]「膝頭」、/ɡabu/[ɡabu]「おでき」
bʲi(ː) /bʲiɾʲa/[bʲiɾʲa]「ニラ」、/tabʲi/[tabʲi]「足袋」
bʲe(ː) /bʲendʑ͡o/[bʲendʑ͡o]「便所」
bʲa(ː) 語例なし
bʲo(ː) /bʲok/[bʲok]「病気」
bʲu(ː) /tubʲum/[tubʲum]「飛ぶ」
dï(ː) /dïɾ/[dïɾ]「どれ」
de(ː) /deː/[dëː]「竹」、/mukade/[mukadë]「百足」
da(ː) /daː/[daː]「どこ」、/sïdaɕa/[sïdaɕa]「涼しい」、/ada/[ʔada]「ほくろ」
do(ː) /ado/[ʔado]「踵」
du(ː) /duː/[duː]「体」、/nïdum/[nïdum]「鼠」、/tʔudu/[tʔudu]「唾」
dʑ͡i(ː) /dʑ͡in/[dʑ͡iɴ]「膳」
dʑ͡e(ː) /dʑ͡embu/[dʑ͡embu]「皆」、/kadʑ͡e/[kadʑ͡e]「風」
dʑ͡a(ː) /çindʑ͡a/[çindʑ͡a]「雄山羊」
dʑ͡o(ː) /çidʑ͡oɾ/[çidʑ͡oɾ]「稲光」
dʑ͡u(ː) /dʑ͡uː/[dʑ͡uː]「父（古）」
ɡʲi(ː) /çiɡʲi/[çiɣʲi]「髭」
ɡʲe(ː) 語例なし
ɡʲa(ː) /ɲiɡʲasa/[ɲiɣʲasa]「苦い」
ɡʲo(ː) 語例なし
ɡʲu(ː) /iɡʲum/[ʔiɣʲum]「一本槍」
ɡï(ː) /madɡï/[madɣï]「松の木」、/nuːɡïː/[nuːɣïː]「何の木」
ɡe(ː) /aɡemun/[ʔaɣëmuɴ]「天ぷら」
ɡa(ː) /kïɡa/[kïɣa]「怪我」
ɡo(ː) /duɡo/[duɣo]「尾」
ɡu(ː) /mʲiɡuɾ/[mʲiɣuɾ]「きくらげ」
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ɡʷi(ː) 語例なし
ɡʷe(ː) /duːɡʷesa/[duːɣʷësa]「体がだるい」
ɡʷa(ː) /ɡʷantan/[ɡʷantaɴ]「元旦」
ɸï(ː) 語例なし
ɸe(ː) /ɸeː/[ɸëː]「蝿」
ɸa(ː) /ɸaː/[ɸaː]「歯」、/juɸa/[juɸa]「明々後日」
ɸo(ː) 語例なし
ɸu(ː) /ɸu/[ɸu]「帆」
sï(ː) /asï/[ʔasï]「汗」
se(ː) /seː/[sëː]「酒」
sa(ː) /saba/[saba]「鮫」
so(ː) /soː/[soː]「竿」
su(ː) /kusu/[kůsu]「糞」
ɕi(ː) /iɕi/[ʔiɕi]「石」
ɕe(ː) /ɕeː/[ɕeː]「咳」
ɕa(ː) /ɕaː/[ɕaː]「下」
ɕo(ː) /maɕo/[maɕo]「塩」、/ɕːke/[ɕoːkë]「食事」
ɕu(ː) /ɕuː/[ɕuː]「潮」
çi(ː) /çidʑ͡aɾ/[çidʑ͡aɾ]「左」
çe(ː) 語例なし
ça(ː) /çaɾ/[çaɾ]「晴れ」
ço(ː) 語例なし
çu(ː) /çus/[çuˑs]「鳥の名前」
hï(ː) /hïː/[hïː]「屁」
he(ː) /heːsa/[hëːsa]「早く」
ha(ː) /hanus/[hanus]「芋」
ho(ː) /hom/[hoˑm]「埃」
hu(ː) 語例なし
mï(ː) /mïmït/[mïmït]「ミミズ」、/tʔumï/[tʔumï]「爪」
me(ː) /meː/[mëː]「前」
ma(ː) /maɾʲi/[maɾʲi]「尻」、/kuma/[kuma]「ここ」
mo(ː) /moː/[moː]「藻」、/omote/[ʔomotë]「表」
mu(ː) /mum/[mum]「籾」、/umu/[ʔumu]「田芋・里芋」
mʲi(ː) /mʲiso/[mʲiso]「味噌」、/mʲimʲi/[mʲimʲi]「耳」
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mʲe(ː) /umʲe/[ʔumʲe]「梅」
mʲa(ː) /mʲaː/[mʲaː]「猫」
mʲo(ː) 語例なし
mʲu(ː) /kamʲuɾ/[kamʲuɾ]「食べる」
nï(ː) /nïː/[nïː]「根」、/munï/[munï]「胸」
ne(ː) /nenɕo/[nëë˜ɕo]「台所」、/munesaɾ/[munësaɾ]「間食」
na(ː) /naː/[naː]「中」、/hana/[hana]「鼻」
no(ː) /noko/[noko]「鋸」、/tʔuno/[tʔuno]「角」
nu(ː) /nuː/[nuː]「なに」
ɲi(ː) /ɲiɡʲasa/[ɲiɡʲasa]「苦い」、/iɲi/[ʔiɲi]「稲」
ɲe(ː) 語例なし
ɲa(ː) /iɲanɡʲe/[ʔiɲaŋɡʲe]「ブランコ」、/kaiɲa/[kaiɲa]「腕」
ɲo(ː) /iɲotɕ͡/[ʔiɲotɕ͡]「命」、/mʲiɲo/[mʲiɲo]「蓑」
ɲu(ː) /çiɲut/[çiɲut]「日」、/kʔʲiɲu/[kʔʲiɲu]「昨日」
ɾï(ː) /uɾï/[ʔuɾï]「居れ」
ɾe(ː) /taɾekas/[taɾëkas]「粕」、/taɾe/[taɾë]「盥」
ɾa(ː) /uɾam/[ʔuɾam]「居ない」、/kubɾa/[kubɾa]「ふくら脛」
ɾo(ː) /buɾo/[buɾo]「錐」
ɾu(ː) /haɾutɕ͡/[haɾutɕ͡]「親戚」、/uɾu/[ʔuɾu]「珊瑚のかけら」
ɾʲi(ː) /haɾʲi/[haɾʲi]「針」
ɾʲe(ː) /tuɾʲe/[tuɾʲe]「喧嘩」、/juɾʲe/[juɾʲe]「寄り合い」
ɾʲa(ː) /ɕiɾʲaɡe/[ɕiɾʲaɡë]「白髪」、/haɾʲa/[haɾʲa]「柱」
ɾʲo(ː) /ɕiɾʲosa/[ɕiɾʲosa]「白い」、/dʑ͡iɾʲo/[dʑ͡iɾʲo]「いろり」
ɾʲu(ː) /ɕiɾʲuɕ/[ɕiɾʲuɕ]「印」、/iɾʲu/[ʔiɾʲu]「色」
wï(ː) 語例なし
we(ː) /juwe/[juwë]「お祝い」
wa(ː) /waɾa/[waɾa]「藁」、/juɡawa/[juɣawa]「井戸」
ji(ː) /jiɾʲuɾ/[jiɾʲuɾ]「得る」
je(ː) /jeːta/[jeːta]「痩せた」
ja(ː) /jaː/[jaː]「家」、/jassa/[jassa]「安い」
jo(ː) /joː/[joː]「櫂」
ju(ː) /juː/[juː]「湯」、/jusïtʔï/[jusïtʔï]「教えて」
wʔï(ː) /wʔïː/[wʔïː]「追え」
wʔe(ː) /wʔeː/[wʔëː]「会え」
−	203	−
wʔa(ː) /wʔaː/[wʔaː]「豚」
jʔa(ː) /jʔam/[jʔam]「言わない」
jʔo(ː) /jʔoː/[jʔoː]「言おう」
jʔu(ː) /jʔuɾ/[jʔuɾ]「言う」
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